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1 はじめに 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第26条第1項には、「教育委員会は、毎年、その権

限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を

作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない」と規定され、また、同条第

2項には、「教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有

する者の知見の活用を図るものとする」と規定されております。 

この報告書は、これらの規定に基づき、効果的な教育行政の推進に資するとともに、市民への

説明責任を果たしていくことを目的にして、令和3(2021)年度において上尾市教育委員会が実施

した施策について推進状況をまとめたものです。 

上尾市教育委員会では、令和3(2021)年3月に、教育基本法第17条第2項の規定に基づき、「第

3期上尾市教育振興基本計画」を策定し、令和3(2021)年度から令和7(2025)年度までの5年間に

おける上尾市の教育の進むべき方向について「夢を育み 未来を創る 上尾の教育」を基本理念

に、「生きる力を育む」「絆を育む」「学ぶ喜びを育む」の3つの基本方針を掲げ、さらに、施

策の目標や方向性を示す10の目標を定めて30の施策を展開してきました。この30の施策につい

て点検評価します。 

令和3(2021)年度は、前年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、上尾

シティハーフマラソン大会の中止や成人式をオンライン開催で実施するなど市民行事にも多大な

影響を及ぼしました。これらの経験を活かし、令和3(2021)年度からは、第3期計画の初年度と

して、新しい「第3期上尾市教育振興基本計画」のもと更なる教育の振興に努めてまいります。 

 

     令和4年 月 上尾市教育委員会 

上尾市教育委員会 

教育長 西 倉  剛 教育長職務代理者 大 塚 崇 行 

委員 内 田 み ど り 委員 小 池 智 司 

委員 谷 島  大 委員 矢 野 誠 二 

             

2 点検評価の対象 

令和3(2021)年度点検評価は、「第3期上尾市教育振興基本計画」に掲げた10の目標を達成す

るために実施した30の施策について、主要事業を対象に行いました。 

3 点検評価の方法 

  まず、施策ごとに、その主要事業について実施状況を点検し、それを踏まえて自己評価を行い、

成果、課題、改善点、今後の方向性等を明らかにしました。 

次に、教育に関し学識経験を有する次の3人の方からご意見やご提言をいただきました。 

聖学院大学人文学部日本文化学科特任教授  井上 兼生 氏 

元上尾市立学校長  堀越 洋子 氏 

元県立さきたま史跡の博物館長 兼 嵐山史跡の博物館長  井上 肇 氏 

4 点検評価報告書の構成 

 (1) 目標 10の目標について、令和3年度の重点的な取組を示しています。 

 (2) 目標ごとの施策 基本目標ごとの施策について「主要事業の概要及び実施状況」、「施策の

評価」及び「意見・提言」を示しています。 

   「施策の評価」では、施策の成果・課題・改善点・今後の方向性等を示しています。 

   「意見・提言」では、学識経験者からいただいたご意見・ご提言を示しています。 

 



令和3年度　評価対象事業一覧 ★・・・重点的に取り組んだ事業を表す。

目標Ⅰ 確かな学力の育成

施策1 創意工夫を生かした教育指導の実施 指導課

★ 1 学級支援員派遣事業 学務課
★ 2 指導方法改善事業（創意工夫を生かした教育指導の実施） 指導課

3 学校教育支援事業（創意工夫を生かした教育指導の実施） 指導課
4 学力向上支援事業 指導課

施策2 各学校種間の連携や小中一貫に向けた教育の推進 指導課
5 学校教育支援事業（各学校種間の連携や小中一貫に向けた教育の推進） 指導課

施策3 ICT教育の推進 指導課
★ 6 小・中学校コンピュータ整備事業 教育総務課
★ 7 指導方法改善事業（ICT教育の推進） 指導課

目標Ⅱ 豊かな心の育成
施策1 豊かな心を育む教育の推進 指導課

8 教科用図書等整備事業 指導課
9 音楽会等開催事業 指導課

施策2 生徒指導の充実 教育センター
★ 10 いじめ対策等生徒指導推進事業 指導課
★ 11 さわやか相談室運営事業 教育センター
★ 12 いじめ根絶対策事業(相談事業) 教育センター
★ 13 不登校対策事業 教育センター
施策3 人権教育の推進 指導課
★ 14 人権教育推進事業（人権教育の推進） 指導課

目標Ⅲ 健やかな体の育成
施策1 児童生徒の体力向上 指導課
15 中学校部活動支援事業 指導課
16 児童生徒体力向上推進事業 指導課

施策2 学校保健の充実 学校保健課
★ 17 学校健康診断及び健康管理事業 学校保健課

18 学校環境衛生検査事業 学校保健課
19 保健室管理運営事業 学校保健課

施策3 食育の推進・学校給食の充実 学校保健課
★ 20 調理場備品等整備事業 中学校給食共同調理場

21 小学校給食食器更新事業 学校保健課
22 小学校給食室設備整備事業 学校保健課
23 小学校給食管理運営事業 学校保健課
24 小学校給食室衛生管理推進事業 学校保健課
25 中学校給食調理業務委託事業 中学校給食共同調理場
26 中学校給食献立作成事業 中学校給食共同調理場

目標Ⅳ 自立する力の育成
施策1 キャリア教育の充実 指導課
27 中学生社会体験チャレンジ事業 指導課

目標Ⅴ 多様なニーズに対応した教育の推進
施策1 特別支援教育の推進 指導課
★ 28 特別支援学級補助員派遣事業 学務課
★ 29 中学校特別支援学級設置事業 学務課
★ 30 特別支援教育推進事業 指導課

31 小・中学校特別支援教育就学奨励事業 学務課
施策2 学校教育相談の充実 教育センター
★ 32 教育相談事業 教育センター
施策3 就学支援の充実 学務課
★ 33 小・中学校就学援助費補助事業 学務課
★ 34 学校給食費支援事業 学校保健課

35 要保護児童生徒医療費援助事業 学校保健課
36 入学準備金・奨学金貸付事業 教育総務課

施策4 グローバル化に対応する教育の推進 指導課
★ 37 英語教育推進事業 指導課

38 日本語指導職員派遣事業 学務課
39 中学生海外派遣研修事業 指導課

目標Ⅵ 質の高い学校教育のための環境の充実
施策1 教職員の資質・能力の向上 学校保健課
40 教職員健康管理事業 学校保健課

施策2 学校経営の改善・充実 学務課
★ 41 小・中学校業務改善支援事業 学務課

42 通学区域検討事業 学務課
43 コミュニティ・スクール推進事業（学校経営の改善・充実） 指導課

施策3 学校環境の整備・充実 教育総務課



★ 44 学校施設更新計画推進事業 教育総務課
★ 45 小・中学校図書整備事業 教育総務課

46 小・中学校教育教材整備事業 教育総務課
施策4 学校安全の推進 学校保健課
★ 47 児童生徒安全推進事業 学校保健課

48 通学区見直し区域登下校サポート事業 学務課
49 学校安全パトロール事業 学校保健課
50 通学路安全対策事業 学校保健課

目標Ⅶ 家庭・地域の教育力の向上
施策1 学校・家庭・地域が連携した教育活動の推進 指導課
51 放課後子供教室運営事業 生涯学習課
52 コミュニティ・スクール推進事業（学校・家庭・地域が連携した教育活動の推進） 指導課

施策2 家庭教育の充実 生涯学習課
53 家庭教育推進事業 生涯学習課

施策3 幼児教育の充実 指導課
★ 54 幼稚園･保育所と小学校の連携推進事業 指導課

目標Ⅷ 生涯にわたる学びの推進
施策1 学び合い、共に支える社会の実現 生涯学習課
55 公民館講座事業 生涯学習課
56 人権教育集会所運営事業 生涯学習課
57 人権教育推進事業（学び合い、共に支える社会の実現） 生涯学習課

施策2 生涯学習の「場」と「推進体制」の整備 生涯学習課
58 生涯学習指導者活動推進事業 生涯学習課

施策3 未来へ向けた持続可能な生涯学習 生涯学習課
59 大学等との連携による生涯学習推進事業 生涯学習課
60 成人式事業 生涯学習課

施策4 図書館運営の充実 図書館
★ 61 図書館運営事業 図書館
★ 62 図書館施設管理事業 図書館
★ 63 図書館資料整備事業 図書館
★ 64 子どもの読書活動支援センター運営事業 図書館

65 視聴覚ライブラリー事業 図書館
66 ブックスタート事業 図書館
67 セカンドブック事業 図書館

目標Ⅸ 文化芸術の振興
施策1 文化芸術の振興 生涯学習課
68 文化芸術振興事業 生涯学習課

施策2 文化財の保護 生涯学習課
★ 69 「上尾の摘田・畑作用具」保存活用事業 生涯学習課

70 文化財調査・保存事業 生涯学習課
71 埋蔵文化財調査事業 生涯学習課
72 文化財保護啓発事業 生涯学習課
73 歴史資料調査事業 生涯学習課

目標Ⅹ 健康で活力に満ちたスポーツ活動の推進
施策1 誰もがスポーツを楽しめる環境の充実 スポーツ振興課
★ 74 屋外スポーツ施設管理運営事業 スポーツ振興課
★ 75 市民体育館管理運営事業 スポーツ振興課
★ 76 学校施設開放(スポーツ振興)事業 スポーツ振興課
施策2 誰もがスポーツを楽しめる機会の充実 スポーツ振興課
★ 77 スポーツ大会・教室等開催事業 スポーツ振興課

78 スポーツ交流事業 スポーツ振興課
施策3 地域におけるスポーツ活動の活性化の推進 スポーツ振興課
★ 79 スポーツ活動推進事業 スポーツ振興課



★

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●当該事業の評価

施策1 創意工夫を生かした教育指導の実施

目標Ⅰ 確かな学力の育成
学務課

学級支援員派遣事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　通常学級に在籍する支援を要する児童・生徒への生活支援および
自立支援を行い、学校・学級の円滑な運営、安全確保を図るため、
学級支援員「アッピースマイルサポーター」を配置しています。

担当

事業名 1

目標

重点事業

　各小・中学校の配置要望と児童生徒の状況を勘案し、継続的にアッピ―スマイル
サポーターの適切な配置に努めてまいります。

課
題

　支援を必要とする児童等の多様化や、障害のある児童生徒が通常学級を希望す
るケースが増加傾向となっています。そのため、児童生徒の特性に応じた、きめ細や
かな支援体制を一層充実させる必要があります。

成
果

令和２年度 決算
金　額（千円未満切捨） 0 0

令和４年度 当初予算年　度

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　アッピ―スマイルサポーターが業間休み等も積極的に児童生徒に関わることで、児
童生徒の様子を担任教諭等と共有することができました。また、支援を積極的に行う
ことで、担当した児童生徒にも大きな成長が見られました。

　通常学級に在籍する、支援を必要とする児童生徒への生活支援および自立支援
を行うことで、学校・学級の円滑な運営、安全確保につながっています。

今
後
の

方
向
性

0

主な対象(数)
必要とされるアッピースマイルサポーターの配置人数等

事業評価シート(1・学級支援員派遣事業)



★

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●評価指標

●当該事業の評価

年4回

令和2年度は、新型コ
ロナウイルス感染症
拡大防止の観点か
ら、3回の実施

49,680

主な対象(数)
・上尾市立小・中学校に在籍する全児童生徒及び教員並びに管理職
・各種研修会等参加者

目
標
・

施
策
に

対
す
る

評
価

　教師用指導書及びデジタル教科書を整備することができたため、、従来の指導に
加えて、ＩＣＴを活用するなどした創意工夫を生かした教育指導を実施することができ
ました。

　上尾市における教育の基本的な考え方や指導の重点・努力点が掲載されている、
上尾市立小・中学校教育指導計画基本方針を上尾市教育委員会事務局及び各上
尾市立小・中学校在籍の教職員全員に配布しました。
　中学校教師用指導書全校分整備及び中学校デジタル教科書（国・社・地図帳・数・
外）整備をそれぞれ実施しました。

上尾市立小・中学校教育
指導計画基本方針の配布 1,000冊配布 1,000冊配布 1,000冊配布

今
後
の

方
向
性

教師用指導書・教師用
デジタル教科書の整備

・小学校教師
用指導書全校
分整備
・小学校デジ
タル教科書
（国・社・地図
帳・算・理・音・
外）の整備

・中学校教師
用指導書全校
分整備
・中学校デジ
タル教科書
（国・社・地図
帳・数・外）の
整備

小学校学級数
増加分の指導
書の整備

上尾市教育課程研究
協議会の実施回数

年3回

　今後も継続して、適正な教育課程を編成・実施し、教育活動の充実や教員の指導
力の向上及び授業の充実を図るために必要な図書・資料の作成・配布、研修会の開
催等を行います。

課
題

　適正な教育課程を編成・実施するために、上尾市教育課程研究協議会の内容を工
夫し、各上尾市立小・中学校が特色ある教育課程をより実践できるように支援するこ
とが課題です。

成
果

令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

金　額（千円未満切捨） 129,682 51,795
令和４年度 当初予算年　度

年4回

施策1 創意工夫を生かした教育指導の実施

目標Ⅰ 確かな学力の育成
指導課

指導方法改善事業（創意工夫を生かした教育指導の実施）

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　適正な教育課程を編成・実施し、教育活動の充実や教員の指導力
の向上及び授業の充実を図るために必要な図書・資料の作成・配
布、研修会の開催等を行います。具体的には、上尾市立小・中学校
教育指導計画基本方針の印刷製本及び上尾市立小・中学校の教員
への配布、研修会の開催、教師用指導書・教師用デジタル教科書の
整備などを行います。

担当

事業名 2

目標

重点事業

事業評価シート(2・指導方法改善事業)



0

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●評価指標

●当該事業の評価

施策1 創意工夫を生かした教育指導の実施

目標Ⅰ 確かな学力の育成
指導課

学校教育支援事業（創意工夫を生かした教育指導の実施）

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　各小・中学校が教育課題を定め、学校課題研究の推進を支援する
ことをとおして、上尾市の教員の資質及び指導力の向上を図るととも
に、学校教育の質の向上によって児童生徒の学力向上を図り、児童
生徒・保護者・地域から信頼される学校を築きます。

担当

事業名 3

目標

主な対象(数)
小・中学校全３４校

指標の説明

金　額（千円未満切捨） 2,255 2,225
令和４年度 当初予算年　度

2,029
令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　第3期上尾市教育振興基本計画「第2章　施策の展開　目標Ⅰ　確かな学力の育成
施策1　創意工夫を生かした教育指導の実施」における課題①②③に対する着実な
取組を行っております。

　各学校の実情に応じ、オンライン開催を含め、工夫された発表ができ、ICT機器の
活用スキルを向上させられました。
　指導方法の工夫改善などの研究に取り組むことで、教職員の指導力や組織力も向
上し、市の教育水準を高めることができています。

市委嘱研究発表校 11 11 11
市内の３分の１の学
校が研究発表を実施
する。

今
後
の

方
向
性

　紀要や学習指導案、研究概要説明の事前配信など、効率的かつ効果的なICTの
活用が今後も求められます。
　年度初めと年度終わりに行っていた交付金に係る検収会を実施せず、データのや
り取りのみとし、効率化を図ります。

課
題

　研究成果物の電子化や共有フォルダの活用をするなど、これまでの研究を維持し
ながら、研究成果の共有の方法を検討する必要があります。研究領域については、
調整会議を実施し、バランスのとれた本市の研究推進が図れるようにしています。

成
果

事業評価シート(3・学校教育支援事業)



0

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●評価指標

●当該事業の評価

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　年2回の学力向上プランの見直しを行い、児童生徒の状況を的確に把握すること
で、課題に対して早期に改善策を講じることができました。
　学力調査から明らかになった課題について重点化を図り、教科横断的な視点で具
体的な手立てを考え、授業改善を図ることができました。

　令和3年度は、小・中学校ともに、市全体の標準得点が全国標準値を上回りまし
た。特に中学校では、全学年、全教科で全国標準を上回っています。このことから、
各学校が作成した「学力向上プラン」による取組が実施され、着実に学力の定着が
図られていると考えられます。

市内標準得点（小学
校）

50.8 51.2 51.6

今
後
の

方
向
性

市内標準得点（中学
校）

51.8 51.4

　児童生徒一人一人の学力の課題を的確に把握するとともに、個々の課題に応じた
対応ができるように学力調査の仕様を変更します。

課
題

　令和3年度は、国語において、小学校第2・3学年で、全国標準値を下回りました。ま
た、中学校においては、第1学年の国語を除いて、前年度の標準得点を下回ってい
ます。

成
果

51.0

指標の説明

金　額（千円未満切捨） 7,547 12,545
令和４年度 当初予算年　度 令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標

7,908

施策1 創意工夫を生かした教育指導の実施

目標Ⅰ 確かな学力の育成
指導課

学力向上支援事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　学力調査結果の分析を多面的に行い、学力向上策を立案して、学
習指導に取り組むことにより、児童生徒一人一人の学力を向上させ
ます。
　各上尾市立小・中学校の児童生徒一人一人に「確かな学力」を育
成するため、基礎的な学力定着の実態を把握し、学校の教育課程の
編成や学習指導方法の工夫・改善に役立てます。

担当

事業名 4

目標

主な対象(数)

・市立小学校　第2学年・第3学年・第4学年・第5学年・第6学年 全児
童
・市立中学校　第1学年・第2学年　全生徒

事業評価シート(4・学力向上支援事業)



0

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●評価指標

●当該事業の評価

目
標
・
施
策

に
対
す
る
評

価

　第3期上尾市教育振興基本計画「第2章　施策の展開　目標Ⅰ　確かな学力の育成
施策2　各学校種間の連携や小中一貫に向けた教育の推進」における課題①②③
に対する着実な取組を行っております。

　中学校教員による小学校への「出前授業」の実施や、小学校卒業前の部活動見学
等をとおして、児童は入学予定の学校を知ることができ、児童の進学に対する安心
感の生み出すことにつながっています。また、同じ中学校区の小中学校教員が合同
で行う研修会等が積極的に実施されており、9年間をとおした系統的な教育活動を
目指した指導方法の工夫・改善へとつながっています。併せて、幼稚園・保育園と小
学校の合同研修会が行われ、「小1プロブレム」解消に向けた取組が推進されていま
す。

小中連携の取組を実
施する中学校区

全中学校区 全中学校区 全中学校区

全中学校区におい
て、小中一貫教育に
向けた小中連携の取
組を実施する。

今
後
の

方
向
性

　上尾市立小・中学校小中一貫教育の方針を策定し、全市的に小中一貫教育に向
けた取組が推進されるようにする必要があります。先進都市視察等をとおして、上尾
市の実態に即した効果的な小中一貫教育の方針が策定できるよう、検討を進めてま
いります。

課
題

　小中連携を進める中で、中学校区において独自に「小中一貫教育」に係る取組が
進められている。一方で、市としての小中一貫教育に係る方針の策定がなされてい
ないため、市全体としての取組の推進が図られていない課題があります。

成
果

指標の説明

金　額（千円未満切捨） 0 0
令和４年度 当初予算年　度

0
令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標

施策2 各学校種間の連携や小中一貫に向けた教育の推進

目標Ⅰ 確かな学力の育成
指導課

学校教育支援事業（各学校種間の連携や小中一貫に向けた教育の推進）

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　小学校、中学校生活に適応できない「小1 プロブレム」や「中1
ギャップ」と呼ばれる進学に伴う新たな環境への不適応などの課題
等への対応のため、小学校・中学校9年間にわたる児童生徒の学び
と育ちの連続性を重視した教育を展開するため、校種を超えた教職
員・児童生徒の交流を図り、小学校・中学校の9か年を見据えた教育
課程を編成するなど、将来の小中一貫教育の実施を見据えた教育
の推進に取り組みます。

担当

事業名 5

目標

主な対象(数)
小・中学校全34校

事業評価シート(5・学校教育支援事業)
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千円 千円 千円

●評価指標
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施策3 ICT教育の推進
目標Ⅰ 確かな学力の育成

教育総務課

小・中学校コンピュータ整備事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

令和元年に文部科学省から発表された「GIGAスクール構想」の実現
に向け、ICT端末や情報通信ネットワークなどの情報手段を活用する
ために必要な環境を整えます。

担当

事業名 6

目標

重点事業

令和5年度の中学校、令和6年度の小学校のWindowsタブレットの更改に合わせ、全
児童・生徒にChromebookが行き渡るよう整備を行います。
情報通信ネットワーク環境については、引き続き改善に向けて検討を行います。

課
題

ICT端末については、児童生徒が同じ環境で授業を受けられるよう、Chromebookを
充足させる必要があります。
また、情報通信ネットワーク環境につきましても、大規模校においては未だ十分とは
言えない通信速度であるため、改善に向け検討を続けていく必要があります。

成
果

令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

金　額（千円未満切捨） 507,237 497,498
令和４年度 当初予算年　度

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

小学校は1校平均11台、中学校は管理職を除いた教員分のChromebookの追加を行
い、ICT機器の充実を図りました。

令和2年度に配備したICT端末に加え、令和3年度は教員用のChromebookを小学校
276台、中学校275台を追加しました。
また、従来、市役所第三別館にあるサーバーを通してインターネット接続をしていた
ものを、各学校毎から直接インターネットに接続できるよう、情報通信ネットワーク環
境の改善を図りました。

ICT端末

小学校11,237台
(うちChromebook9,605台)

中学校 5,656台
(うちChromebook4,956台)

小学校11,237台
(うちChromebook9,881台)

中学校 5,931台
(うちChromebook5,231台)

小学校11,237台
(うちChromebook9,881台)

中学校 5,931台
(うちChromebook5,231台)

平成30・31年度に導
入したWindowsタブ
レットを含めたICT端
末の数

今
後
の

方
向
性

0

主な対象(数)
小学校22校、中学校11校

事業評価シート(6・小・中学校コンピュータ整備事業)
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●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●評価指標

●当該事業の評価

施策3 ICT教育の推進
目標Ⅰ 確かな学力の育成

指導課

指導方法改善事業（ICT教育の推進）

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　本市では、「GIGAスクール構想」により、令和3年2月の児童生徒用
のICT端末の配備、令和3年8月の教師用のICT端末が配備されまし
た。各学校では、配備された機器、環境を生かし、全ての学習の基
盤となる「情報活用能力」の育成に、積極的に取り組んでおります。
　しかしながら、校内にICT機器が増えることで、操作の習得やICTを
活用した授業改善、機器の設置準備等、新たな業務の発生につな
がっている現状がございます。
　この事業は、上記の状況等を解消するため、学校ICTの専門家で
あるICT支援員を配置することで、ICT端末等の効果的な活用と教員
の負担軽減等を図るための事業となります。

担当

事業名 7

目標

重点事業

目
標
・
施
策

に
対
す
る
評

価

　第3期上尾市教育振興基本計画「第2章　施策の展開　目標Ⅰ　確かな学力の育成
施策3　ＩＣＴ教育の推進」における課題①②③④に対する着実な支援につながってお
ります。

　「ICT端末活用の手引き」や「オンライン授業実施マニュアル」等の作成を行い、各
校を支援しました。また、各校がICTを活用した授業を実施する際の児童生徒に対す
る個別支援やICT端末活用に向けた研修を実施する際の支援も行いました。さらに、
ICT端末活用に関するサポートデスク（メール問い合わせ）の対応やICT端末運用上
の不具合に対するサポート（教育委員会との橋渡しを含む）等にも従事し、各校のＩＣ
Ｔ機器の活用に向けた効果的な支援につなげました。

学校ICT支援員の人
数

- 1人 8人
各学校に派遣する学
校ICT支援員の人数

今
後
の

方
向
性

学校ICT支援員の派
遣の回数

-

　令和4年度は、学校ICT支援員を増員し、各学校に週1回程度の学校派遣を実現（8
人程度／4校に1人配置）します。増員することで、課題や解決策を支援員同士が共
有し、学校に対し、有益な情報提供をスピーディに行うことができるようになります。
また、教育委員会と業務管理者の連携を軸に、市全体における「あげお学びのイノ
ベーション」の推進を着実に行える土壌となります。

課
題

　1人であることに伴う課題を抱えております。例えば、サポートデスク対応に対する
対応の遅れが発生したり、サポートデスクの対応に従事する関係で、学校派遣の回
数が減少したりしました。また、フルに派遣を行ったとしても、1校につき、2か月に1回
程度の派遣しかできない現状があり、要請に対する断りを入れる機会等が多数あり
ました。

成
果

1校につき4回
1校につき49

回
各学校に学校ICT支
援員を派遣する回数

5,180

主な対象(数)
小・中学校33校及び児童生徒数16,739人に対して、学校ICT支援員
を1人配置しています。

令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

金　額（千円未満切捨） 0 45,209
令和４年度 当初予算年　度

事業評価シート(7・指導方法改善事業)



第三者評価者からの意見・提言

目標Ⅰ　確かな学力の育成

意見・提言（目標Ⅰ　確かな学力の育成）



0

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●評価指標

●当該事業の評価

100%

7,062

主な対象(数)
上尾市立小・中学校全児童生徒

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　体育科の準教科書については、体の動きを視覚的にとらえられる資料として有効
であり、各学校で技能を高める授業展開ができました。社会科の副読本について
は、児童生徒が住んでいる地域について、より具体的に郷土学習を行うことができま
した。「のびゆく上尾」はデジタル教材も配布し、より充実した内容となっています。

　教科用図書が発行されていない体育科において、準教科書を無償配布すること
で、体育科の授業を充実させることができました。小学校第３学年には、社会科副読
本「のびゆく上尾」小学校第４学年には、「郷土さいたま」、中学校第１学年には「わ
れらの郷土さいたま」を配付し、貴重な資料とともに郷土に関する学習を進めること
ができました。

体育科準教科書整備
率

100% 100% 100% ３年生以上が使用

今
後
の

方
向
性

社会科副読本整備率 100% 100% 100%

保健体育科準教科書
整備率

100%

　今後も、準教科書や副読本を活用し、児童生徒の基礎基本の定着や、豊かな心の
醸成を図っていきます。社会科の副読本については、より効果的で充実した内容と
なるように、副読本作成委員会において見直していきます。

課
題

　郷土についてより深く学び、地域の特色や伝統、文化に対する理解を深めていくこ
とが課題です。

成
果

令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

金　額（千円未満切捨） 7,194 7,644
令和４年度 当初予算年　度

100%

施策1 豊かな心を育む教育の推進
目標Ⅱ 豊かな心の育成

指導課

教科用図書等整備事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　体育科・社会科の授業において、準教科書及び副読本の効果的な
活用による授業内容の一層の充実を図り、児童生徒の基礎基本の
定着、豊かな心の醸成を図るため、小・中学校の体育科、保健体育
科の準教科書、社会科の副読本の無償給与と市独自の「社会科副
読本」の作成・配布を行います。

担当

事業名 8

目標

事業評価シート(8・教科用図書等整備事業)



0

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●評価指標

●当該事業の評価

110

主な対象(数)
上尾市立小学校児童・中学校生徒

令和2・3年度は、新型
コロナウイルス感染拡
大防止のため中止

目
標
・
施
策

に
対
す
る
評

価

　音楽会は中止となりましたが、各校において、ICTの活用などによる音楽の授業の
工夫が見られました。

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となりました。

上尾市中学校吹奏楽
演奏会

- -
市内中学校１
１校参加

今
後
の

方
向
性

上尾市小・中学校音
楽会

-

　新型コロナウイルス感染拡大防止対策を取りながら、日頃の音楽における教育活
動の成果を発表し、児童生徒の音楽を愛好する心情や、豊かな情操を育むととも
に、教師の指導力向上につなげていきます。

課
題

　コロナ禍における音楽教育の工夫と、音楽会の実施方法の工夫が課題です。

成
果

令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

金　額（千円未満切捨） 110 2,044
令和４年度 当初予算年　度

-
市内小・中学
校３３校参加

施策1 豊かな心を育む教育の推進
目標Ⅱ 豊かな心の育成

指導課

音楽会等開催事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　市内小・中学校の児童生徒の音楽を愛好する心情と音楽に対する
感性を育て、情操豊かな児童生徒の育成を図るとともに、教員の研
修の機会とするため、毎年度1回「上尾市中学校吹奏楽演奏会」「上
尾市小・中学校音楽会」を実施しています。

担当

事業名 9

目標

事業評価シート(9・音楽会等開催事業)



★

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●評価指標

●当該事業の評価

施策2 生徒指導の充実
目標Ⅱ 豊かな心の育成

指導課

いじめ対策等生徒指導推進事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　児童・生徒の個々の状況を的確に把握し、いじめの未然防止、早
期発見、早期対応を図ります。問題行動等の原因や背景は様々です
が、最近はネットやスマホ・携帯電話を介した「いじめ」が増加し、学
校における「いじめ発見」が難しい事例もあります。
　児童・生徒の個々の学校生活における承認感や満足度等の状況
を的確に把握するための心理検査や、ネットパトロール調査、いじめ
を考える授業等を実施し、よりよい学級集団の形成に資するととも
に、教員の資質向上、保護者との連携などを通して、いじめ根絶の
取組を市全体で推進します。

担当

事業名 10

目標

重点事業

　各学校におけるいじめ体制を整え、いじめの見逃しゼロや適切な初期対応を図る
ことができるように調整していきます。

課
題

　現在実施しているネットパトロールで取り扱っている個人SNS以外についても監視
対象としたり、調査の実施回数を年2回に増やしたりし、積極的ないじめの認知が重
要です。

成
果

令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

金　額（千円未満切捨） 6,388 7,685
令和４年度 当初予算年　度

1

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　ネット上でのいじめも含め、様々ないじめ問題に対するさまざまな対策に取り組み
成果を上げることができました。

　ネットパトロール調査では、学校非公式サイト、個人SNS合わせて約400のサイトを
監視対象とし、いじめの未然防止につながる情報を中学校と共有することができまし
た。
　CAP研修会では、いじめを見抜く能力や組織的に対応することの大切さを経験の
少ない若手教員の多くが学ぶ機会となりました。
　i-check調査では、担任等が個々の児童生徒の状況を把握し、個に応じた生徒指
導を実践することができました。これらにより、いじめを認知する機会が増え、より細
やかな見守り・支援・指導が実施できました。

ネットパトロール調査
の回数

12 6 6

今
後
の

方
向
性

いじめを考える授業の
実施回数

1 1

5,435

主な対象(数)
上尾市立小学校全児童・同中学校全生徒

事業評価シート(10・いじめ対策等生徒指導推進事業)



★

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●評価指標

●当該事業の評価

75%
解決件数／相談件数
×100

147

主な対象(数)
小学校22校、中学校11校

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　小・中学生、保護者にとって、地域にある相談窓口として、身近な存在になっている
ケースがありました。

　各中学校にさわやか相談室相談員を配置することで、令和3年度は15,547件の相
談に対応し、多くの児童生徒、保護者の悩みの解決に向けて取り組むことができま
した。
　各小学校にも、学区の中学校に配置されている相談員が月1回程度出向き、相談
室を開設しております。

相談員が扱った相談
の年間延べ回数

11,620回 15,547回
11名の相談員の合計
回数

今
後
の

方
向
性

不登校生徒数割合 3.68% 4.53% 4.12%
不登校生徒数／全生
徒数×100

相談の解決率 75%

　長期欠席児童生徒数の増加に伴い、さわやか相談室を利用する児童生徒も増加
傾向にあるため、相談室運営を工夫しながら、本事業を継続していくものとします。

課
題

　相談内容が、複雑化している現状から、関係機関と連携することが必要なケース
が増えており、適切な関係機関への接続と見届けのあり方について、今後も検討し
ていきたいたいと考えております。

成
果

令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

金　額（千円未満切捨） 162 167
令和４年度 当初予算年　度

71%

施策2 生徒指導の充実
目標Ⅱ 豊かな心の育成

教育センター

さわやか相談室運営事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　いじめや不登校などの未然防止とその解消を目的として、いつでも
気軽に児童生徒や保護者の相談に応じ、児童生徒が安心して学校
生活を送ることができるようにします。

担当

事業名 11

目標

重点事業

事業評価シート(11・さわやか相談室運営事業)



★

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●評価指標

●当該事業の評価

135

主な対象(数)
市内在住の小・中学生、その保護者

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

昨年度、入ったケースについては全ケースにおいて解消において解消することがで
きました。

昨年度、3件のいじめホットラインが相談として入り、それぞれのいじめ相談に対して
早急に対応することができました。

いじめホットライン・
ホットメール相談件数

1件 3件
いじめ専用電話・専用
メール相談の年間件
数

今
後
の

方
向
性

いじめ相談解決率 100% 100% 解決数/いじめ件数

上尾市で24時間繋がっているいじめに関する専用ダイヤルは、本回線だけであり、
いじめ専用ダイヤルで相談したいというニーズはあるため、本事業を継続していくも
のとします。

課
題

いじめホットメールの中には、匿名のものもあり、相談者の特定ができないケースも
あります。そのような場合、解決できたかを見届けられないこともあります。

成
果

令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

金　額（千円未満切捨） 96 146
令和４年度 当初予算年　度

100%

施策2 生徒指導の充実
目標Ⅱ 豊かな心の育成

教育センター

いじめ根絶対策事業(相談事業)

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　「いじめホットライン」を設置し、いじめられている児童生徒、保護者
のためのいじめ専用相談電話窓口とすることで、児童生徒の問題行
動解決を図ります。

担当

事業名 12

目標

重点事業

事業評価シート(12・いじめ根絶対策事業(相談事業))



★

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●評価指標

●当該事業の評価

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　令和3年度に学校適応指導教室に通級していた児童生徒のうち、約86％が令和4
年度になって学校復帰することができたことは、成果の一つです。

　教育センターでは、相談者のニーズに応じて、来所、訪問、電話、オンラインなどの
形態で小学生40人、中学生68人の不登校児童生徒に相談対応してきました。

学校適応指導教室利
用数

24人 42人
教室を利用した児童
生徒数

今
後
の

方
向
性

学校への復帰率
38% 86% 100%

学校復帰した人数／
入級者×100

　不登校対策推進委員会を通じて、不登校児童生徒への支援の在り方について協
議しながら、総合的、効果的な不登校対策を推進し、本事業を継続していくものとし
ます。

課
題

令和４年度 目標

684

　不登校児童生徒を取り巻く状況が複雑であるため、学校以外の関係機関への接
続が難しいケースが、見られている状況があります。

成
果

指標の説明

金　額（千円未満切捨） 592 1,036
年　度 令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績

施策2 生徒指導の充実
目標Ⅱ 豊かな心の育成

教育センター

不登校対策事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　長期欠席状態の児童生徒に対して、よりよい成長と自立を促し、学
校復帰及び社会的自立を目指した指導支援を行う教育相談対応、
学校適応指導教室運営を行います。

担当

事業名 13

目標

重点事業

主な対象(数)
市内在住の小・中学生

令和４年度 当初予算

事業評価シート(13・不登校対策事業)



★

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●評価指標

●当該事業の評価

年1回
市立小・中学校の教
諭を対象

1,023

主な対象(数)
小・中学校３４校

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　人権教育小中学校研究会全体会・各部会、人権教育管理職研修会、人権教育現
地研修会、人権教育授業研究会等の実施を通して、校長、教頭、教員の資質向上を
図ることができました。
　また、学校での人権教育の全体計画・年間計画への人権感覚育成プログラムの位
置づけや、校内研修・日々の授業での実践によって、上尾市内の教職員、児童・生
徒の人権感覚を育成することができました。

　人権教育小中学校研究会全体会・各部会（啓発・調査研究・資料作成）、人権教育
管理職研修会（YouTubeによる限定配信、大谷中にて実施のヤングケアラーサポー
トクラスを視聴）、人権教育現地研修会（岩殿山正法寺・埼玉県平和資料館）、人権
教育授業研究会等を実施しました。学校では、人権感覚育成プログラムを人権教育
の全体計画・年間指導計画に位置づけ、校内研修や日々の授業で取り組むことが
できました。

上尾市人権教育管理
職研修会

年1回 年1回 年1回
市立小・中学校の管
理職を対象

今
後
の

方
向
性

上尾市人権教育小中
学校研究会研修

年1回 年1回 年1回
市立小・中学校の人
権教育主任を対象

上尾市人権教育現地
研修会

年1回
（代替研修）

　令和4年度は、同和問題、インターネットによる人権侵害、性の多様性に関する人
権課題について重点的に取り組んでいきます。
　また、ヤングケアラーへの支援など、新しい人権課題に対する取組や、人権教育に
関する好事例の共有を通して、人権教育に関する教職員の資質向上を図っていきま
す。

課
題

　充実した研修を行い、管理職及び教員としての資質能力を高め、豊かな人権感覚
を身に付けた児童生徒を育成することは今後も学校教育が担う重要な課題です。
　人権課題は、時代の変化によって新たに様々な課題が生まれてきます。様々な人
権課題の中から重点項目を設定し、充実した研修会を計画していくことが課題です。

成
果

令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

金　額（千円未満切捨） 1,091 1,271
令和４年度 当初予算年　度

年１回

施策3 人権教育の推進
目標Ⅱ 豊かな心の育成

指導課

人権教育推進事業（人権教育の推進）

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　人権を尊重する教育と心豊かな人づくりの推進を図り、人権尊重の
意識を高めることで、いじめや差別をなくす学校の実現と相手の立場
に立って考える思いやりのある児童生徒の育成を図ります。そのた
めに、人権教育研修会（人権教育現地研修会を含む）を実施し、校
長、教頭、教員の資質向上を図ります。

担当

事業名 14

目標

重点事業

事業評価シート(14・人権教育推進事業)



第三者評価者からの意見・提言

目標Ⅱ　豊かな心の育成

意見・提言（目標Ⅱ　豊かな心の育成）
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8

全国・関東大会に出
場する生徒の派遣に
係る費用の補助を適
切に行う数

4,620

主な対象(数)
（部活動指導員）全中学校に対して最大で45人を配置
（全国・関東大会に出場する生徒の派遣に係る費用）全国・関東大会
に出場した生徒数

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　第3期上尾市教育振興基本計画「第2章　施策の展開　目標Ⅲ　健やかな体の育成
施策1　児童生徒の体力向上」における中学校の課題③に対する着実な支援につな
がっております。

　部活動支援員の適切な配置をするとともに、全国・関東大会への派遣にかかる費
用を負担し、保護者の負担を軽減することができました。中学校部活動では顧問の
高齢化や人事異動等により、技術指導を行える指導者が不在となり、活動が停滞し
たり存続が難しくなったりする等の状況が問題化していますが、市内では、技術指導
を中心とした、部活動指導員を各中学校に配置し、生徒の技能や活動に対する意欲
の向上を図ることができています。

部活動指導員の配置
総数

45 43 45 全市立中学校対象

今
後
の

方
向
性

全国・関東大会に出
場する生徒の派遣に
係る費用の補助回数

2

　令和5年度より、休日の部活動の段階的な地域移行を進めることとなります。現在
の外部指導者を単独指導及び単独引率が可能な部活動指導員に移行し、教員の負
担軽減につなげること等が求められます。

課
題

　現在配置している部活動指導員は「外部指導者」という扱いであり、指導は主に技
術的指導に限定されます。従って、部活動における単独指導及び単独引率は認めら
れておりません。

成
果

令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

金　額（千円未満切捨） 2,694 3,741
令和４年度 当初予算年　度

8

施策1 児童生徒の体力向上
目標Ⅲ 健やかな体の育成

指導課

中学校部活動支援事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　部活動の充実及び活性化、生徒の意欲の向上と技能の向上を図
るとともに、生涯スポーツ・文化に親しむ習慣の基礎を養うために、
部活動指導員の配置を行います（計45人）。また、全国・関東大会に
出場する生徒の派遣にかかる費用を負担し、保護者負担を軽減しま
す。

担当

事業名 15

目標

事業評価シート(15・中学校部活動支援事業)
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●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●評価指標

●当該事業の評価

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　第3期上尾市教育振興基本計画「第2章　施策の展開　目標Ⅲ　健やかな体の育成
施策1　児童生徒の体力向上」における課題①に対する着実な支援につながってお
ります。

　小・中学校の各体育連盟が、新型コロナウイルス感染症拡大の対策を取りながら、
工夫して体育的行事を行いました。

新体力テストにおける
市全体の総合評価A
＋B＋C児童生徒の割
合

中止 一部実施
※全種目を実
施しない学校
有り
小：74.1％
中：81.0％

県目標値
（小：80％・中：
85％）を上回
る

今
後
の

方
向
性

　感染症対策の徹底を図り、工夫して今後も事業を継続していくとともに、事業内容
の見直しを行うなど更なる改善を図っていきます。

課
題

　中学校における新人体育大会上尾市予選会の中止や、小学校における親善球技
大会の中止、陸上競技大会の全校参集型での実施の見合わせ等、例年と同じよう
な活動ができないことが多くありました。

成
果

指標の説明

金　額（千円未満切捨） 1,759 5,552
令和４年度 当初予算年　度 令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標

1,738

施策1 児童生徒の体力向上
目標Ⅲ 健やかな体の育成

指導課

児童生徒体力向上推進事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　市立小・中学校の児童生徒の体力向上を図り、心身ともに健やか
でたくましい人づくりを目指すための事業です。上尾市中学校体育連
盟の学校総合体育大会及び県民体育大会兼新人体育大会の市内
予選会や小学校体育連盟の陸上競技大会、親善バスケットボール
大会などの実施をとおして、児童生徒の体力向上を目指していま
す。
　令和3年度においては、小学校体育連盟・中学校体育連盟が円滑
に事業を進められるように、補助金等を交付しました。

担当

事業名 16

目標

主な対象(数)
上尾市小・中学校児童生徒

事業評価シート(16・児童生徒体力向上推進事業)
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79,903

主な対象(数)
市内小・中学校の児童生徒　16,739人（令和3年5月1日時点）
就学前児童　1,758人（令和4年3月31日時点の見込）

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　自らの健康状態に関心を持ち、治療を行うことで、健康で安全な生活を実践するこ
とができる能力の獲得につながっています。

　学校保健安全法に基づき、児童生徒の健康診断や各種検査を定期的に実施し、
疾病の予防や早期発見、早期治療につなげることで、健康の保持・増進を図ること
ができました。
　過去にむし歯になった本数を表すDMF保有数は、定期健康診断や歯科保健活動
により極めて少ない状況にあります。

DMF保有数 0.49 0.30 0.29
過去にむし歯になった
ことがある歯の本数を
表したもの

今
後
の

方
向
性

　各学校では、今日の健康教育の様々な課題に対応するため、学校保健計画を作
成し、学校保健委員会などの場で、養護教諭や保健主事を中心に解決に向けた対
応策を協議していきます。
　また、専門家の講演や体験活動を実施し、児童生徒が正しい知識を習得したり、健
康な生活を送ろうとしたりする自己管理能力の向上につなげていきます。

課
題

　現在の児童生徒には、肥満・痩身、生活習慣の乱れ、メンタルヘルスの問題、アレ
ルギー疾患の増加、性に関する問題など、多様な課題が生じています。これらの複
雑化する健康課題の解決については、専門的な視点での対応や地域や関係機関と
の連携が不可欠であるため、上尾市養護教諭部会研究協議会や上尾市保健主事
部会研究協議会などを活用し、総合的な体制づくりについて協議を進めていく必要
があります。

成
果

令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

金　額（千円未満切捨） 79,152 82,268
令和４年度 当初予算年　度

施策2 学校保健の充実
目標Ⅲ 健やかな体の育成

学校保健課

学校健康診断及び健康管理事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　児童生徒等の健康の保持増進を図るため、疾病・異常を早期に発
見し保健指導を実施します。また、児童生徒がその発達段階に応じ
て自主的に健康で安全な生活を実践することのできる能力と態度を
身に付けさせます。

担当

事業名 17

目標

重点事業

事業評価シート(17・学校健康診断及び健康管理事業)
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目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　各学校では、今日の健康教育の様々な課題に対応するため、学校保健計画を作
成し、学校保健委員会などの場で、養護教諭や保健主事を中心に解決に向けた対
応策を協議しています。
　また、専門家の講演や体験活動を実施し、児童生徒が正しい知識を習得したり、健
康な生活を送ろうとしたりする自己管理能力の向上につなげています。

課
題

　粉じん検査等、検査機器の不足により、学校環境衛生基準に沿った回数の検査が
実施できていない項目があります。

今
後
の

方
向
性

　学校環境衛生基準に沿えるよう機器を整えていきます。

成
果

　学校薬剤師が各種の検査を実施し、その結果に基づく指導助言をいただくことで、
衛生的な環境整備を行うことができました。

再検査 延べ7校 延べ4校 延べ3校
学期ごとに実施する
給食室衛生検査の再
検査実施校数

金　額（千円未満切捨） 9,205 12,506 15,865

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

主な目的・内容

　市内全小・中学校の衛生的な学校環境の維持・改善を図ることを
目的に学校薬剤師による検査、指導を行います。
　関連法令に基づき、照度、ダニ、空気、飲料水、プール、給食室等
の定期的、臨時的な検査を実施します。

主な対象(数)
市内全小・中学校34校（向原分校を含む）の施設内

年　度 令和２年度 決算 令和３年度 決算 令和４年度 当初予算

事業名 学校環境衛生検査事業 18

目標 目標Ⅲ 健やかな体の育成
担当 学校保健課

施策 施策2 学校保健の充実

事業評価シート(18・学校環境衛生検査事業)
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目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　健康診断関係器具、応急処置用器具、ベッド等保健室に必要な備品を整備し、保
健室の機能を十分に果たせる機能を保持しています。

課
題

　新型コロナウイルス感染症の影響から、新たな対応が求められる一方で、第一保
健室及び第二保健室だけでは十分な対応ができない場合が懸念されます。

今
後
の

方
向
性

　空き教室の使用を含めて緊急時の対応を、学校の状況に合わせて行っていきま
す。

成
果

　オージオメータの検査を毎年実施することにより、機器の不具合をいち早く発見し
て、買い替え等の対応ができています。

オージオメータ検査合
格割合（％）

96.49 96.50 96.50 合格台数／検査台数

オージオメータ検査合
格台数（台）

55 56 56 検査合格台数（台）

金　額（千円未満切捨） 5,273 4,353 4,304

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

主な目的・内容

小・中学校の保健室で使用する医薬品、ベッドリネン類、保健室備品
の整理、オージオメータ・計量器の定期検査、備品の整理を行う。

主な対象(数)
上尾市立小・中学校33校

年　度 令和２年度 決算 令和３年度 決算 令和４年度 当初予算

事業名 保健室管理運営事業 19

目標 目標Ⅲ 健やかな体の育成
担当 学校保健課

施策 施策2 学校保健の充実

事業評価シート(19・保健室管理運営事業)
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施策3 食育の推進・学校給食の充実
目標Ⅲ 健やかな体の育成

中学校給食共同調理場

調理場備品等整備事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　中学校給食共同調理場及び各中学校調理室の設備、厨房調理機
器等の整備・更新を行います。また、食器、洗剤、調理用品等の消耗
品を購入します。

担当

事業名 20

目標

重点事業

主な対象(数)
中学校給食共同調理場及び市立中学校調理室（11校）

指標の説明

金　額（千円未満切捨） 123,772 52,804
令和４年度 当初予算年　度

70,614
令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　学校給食の提供体制を施設や設備等の面から整備し、衛生管理を徹底することに
より、充実した学校給食を継続して提供するとともに、生徒の健やかな体の育成に寄
与することができました。

　老朽化した厨房設備及び備品等の修繕（揚物機、ガス回転釜等）や更新（球根皮
剥機、給湯器）を行いました。また、衛生管理用の消耗品を購入して適切に使用する
ことにより、給食停止日数を0日に抑えることができました。

給食停止日数 5日 0日 0日
給食設備や衛生管理
面等に起因する給食
停止日数

今
後
の

方
向
性

　厨房設備及び備品等に不具合が発生した際には、修繕や更新により対応していま
す。今後も安全安心な給食提供のため、厨房設備及び備品の修繕や更新を引続き
計画的に行っていきます。

課
題

　厨房設備及び備品等の老朽化が進んでいます。これらの故障発生時には給食提
供に大きな影響を与えてしまう可能性があります。

成
果

事業評価シート(20・調理場備品等整備事業)
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事業名 小学校給食食器更新事業 21

目標 目標Ⅲ 健やかな体の育成
担当 学校保健課

施策 施策3 食育の推進・学校給食の充実

主な目的・内容

　給食で使用する食器（PEN樹脂）、トレイ（FRP製）の更新は、7・8年
サイクル（傷などの間に細菌が入るなど衛生上の理由）で総入れ替
えを行っています。前回は平成23年度から27年度に行い、今回は令
和2年度から3年間かけて更新を行います。

主な対象(数)

　令和3年度は、8校を整備する予定でしたが、令和3年度の臨時財
政運営方針に基づき6校で実施し、残りの2校（上尾小・大石小）を令
和4年に組み入れました。
　令和4年度は、10校（上尾小、中央小、大石小、原市小、鴨川小、今
泉小、西小、東町小、平方北小、上平北小）整備予定です。

年　度 令和２年度 決算 令和３年度 決算 令和４年度 当初予算
金　額（千円未満切捨） 4,131 2,719 6,064

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

成
果

　令和2年度から令和4年度で全ての小学校のトレイの入れ替えが完了します。トレイ
や食器の不足による給食提供の影響もなく、令和3年度は安定した運営を行うことが
できました。

トレイの入れ替え枚数 4,550枚 2,930枚 6,350枚
食器、トレイを一定の
サイクルで更新。

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　更新時期が当初よりも1年遅くなってしまいましたが、食器の不足や衛生面で大き
な問題もなく運営を行うことができました。

課
題

　当初トレイの入れ替えは令和2年度から令和3年度の2年間で実施予定でしたが、
予算減の都合から更新期間が令和4年度まで延び、食器等の更新時期が1年遅く
なってしまいました。

今
後
の

方
向
性

　可能な限り、更新時期をずらすことなく、安心安全な給食提供を行っていけるよう、
予算要求を行っていきます。

事業評価シート(21・小学校給食食器更新事業)
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事業名 小学校給食室設備整備事業 22

目標 目標Ⅲ 健やかな体の育成
担当 学校保健課

施策 施策3 食育の推進・学校給食の充実

主な目的・内容

　給食調理に必要な厨房備品等の更新や修繕及びの保守点検や清
掃などを行います。

主な対象(数)
回転釜、フライヤー、オーブン、食器洗浄機、熱風消毒保管庫、球根
皮むき機、牛乳保冷庫、冷蔵庫等

年　度 令和２年度 決算 令和３年度 決算 令和４年度 当初予算
金　額（千円未満切捨） 42,433 36,248 38,013

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

成
果

　老朽化した厨房機器及び備品等の修繕や更新を行いました。

給食停止日数 0 0 0
給食設備の故障等に
よる給食停止の日数

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　令和3年度での厨房機器の入れ替えは順調に行うことができました。修繕事業で
は、高額な修繕が立て続けにありましたが、厨房機器の影響による給食の停止はな
く、安定した給食提供を行うことができました。

課
題

　令和4年度から、消耗品として扱う金額が1万円から2万円に引き上げられました。
それにより、消耗品の必要な予算の見通しをつけることが難しくなりました。

今
後
の

方
向
性

　今後購入する消耗品の傾向と必要数などのデータをとり、正確な予算要求を行っ
ていきます。

事業評価シート(22・小学校給食室設備整備事業)
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●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●評価指標

●当該事業の評価

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　新型コロナ感染症拡大防止のため、オンラインによる開催を試みました。課題はあ
るものの会場等への移動がなく、高評価をえることができました。

課
題

　新任職員に対して、研修等を行い、衛生管理の意識を高めるための工夫が必要で
す。

今
後
の

方
向
性

　引き続き、年2回衛生管理講習会を実施し、内容については、情勢を把握し、必要
な情報を提供していきます。

成
果

　給食調理員を含め、学校給食関係職員に対し、衛生管理の意識を高めることがで
きました。

学校給食関係職員春
季講習会出席率

中止 90.2% 95.0%
給食調理員、市費栄
養士の出席率

学校給食関係職員夏
季講習会出席率

中止 76.3% 80.0%
学校の管理職、栄養
士等の給食関係職員
の出席率

金　額（千円未満切捨） 26,540 31,916 34,455

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

主な目的・内容

　学校給食の献立作成に必要なパソコンの維持管理に必要な経費を
支出し、安全衛生に主眼をおいた調理員等の春季・夏季2回の研修
会を実施しました。
　給食室の燃料費のガス代、各給食関係団体の負担金の支出を行
いました。

主な対象(数)
　今年度予算は、栄養管理システムのバージョンアップ委託料による
増加しています。

年　度 令和２年度 決算 令和３年度 決算 令和４年度 当初予算

事業名 小学校給食管理運営事業 23

目標 目標Ⅲ 健やかな体の育成
担当 学校保健課

施策 施策3 食育の推進・学校給食の充実

事業評価シート(23・小学校給食管理運営事業)



0

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●当該事業の評価

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

個人に対しては細菌検査・ノロウイルス高感度検査を行い、施設に対しては給食室
の洗浄、殺虫消毒、殺菌消毒を行うことで、安全な給食を提供することができまし
た。

課
題

　不顕性感染者の検査の結果が陰性になるまで、半月～1カ月半くらいかかります
が、その間の職務専念義務免除期間が5日間しかなく、それ以降は有給休暇の取得
か、欠勤または、学校内で調理に関わらない業務を行うかのいずれかです。勤務を
続ける場合は、本来の業務ができないこと、陰性になるまでの期間の見通しがたた
ないなかで、調理に関わらない業務を準備することが課題となっています。

今
後
の

方
向
性

　不顕性感染者となった調理員が勤務の継続を希望する場合については、意向に沿
えるよう、各小学校に調理に関わらない業務を用意するよう体制を整えていく必要が
あります。

成
果

　調理員・職員に対する細菌検査・ノロウイルス高感度検査を行うことで、本人の発
症はなく元気であるが、体内に保菌している状態で、提供する料理に混入させる恐
れがある不顕性感染者を原因とする食中毒を防止しています。令和3年度はノロウイ
ルスの不顕性感染者が3名発見されました。
　また、給食室の殺虫消毒、殺菌消毒を行い、安全に給食を提供することができまし
た。

金　額（千円未満切捨） 24,205 24,489 28,338

主な目的・内容

　小学校給食室の衛生管理を推進するために必要な消耗品、検査
手数料、クリーニング、包丁研ぎ、給食室洗浄・消毒などを行いま
す。

主な対象(数)

・細菌検査（検便検査　月2回）
・ノロウイルス高感度検査（検便検査　10～3月　月1回）
・給食室洗浄（22校　年1回）
・給食室殺虫消毒（22校　年2回）
・給食室殺菌消毒（22校　年2回）
　

年　度 令和２年度 決算 令和３年度 決算 令和４年度 当初予算

事業名 小学校給食室衛生管理推進事業 24

目標 目標Ⅲ 健やかな体の育成
担当 学校保健課

施策 施策3 食育の推進・学校給食の充実

事業評価シート(24・小学校給食室衛生管理推進事業)



0

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●評価指標

●当該事業の評価

施策3 食育の推進・学校給食の充実
目標Ⅲ 健やかな体の育成

中学校給食共同調理場

中学校給食調理業務委託事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　適正な人員確保、経費縮減等の観点から、平成5年1月給食開始
当初より、調理等業務（調理・配送・洗浄・ボイラー等管理）を業者に
委託しています。
・委託業者調理員等の人数（令和4年4月1日）
　中学校給食共同調理場　44人（社員21人、パート23人）
　中学校調理室（11校）   　56人（社員  9人、パート47人）
・年間調理実施回数（令和3年度）　187回

担当

事業名 25

目標

主な対象(数)
中学校給食共同調理場及び中学校調理室（11校）

指標の説明

金　額（千円未満切捨） 191,962 228,866
令和４年度 当初予算年　度

228,866
令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　衛生管理等の面において適切な調理等業務を業者に履行させることにより、安全
安心な学校給食を提供できるとともに、生徒の健やかな体の育成に寄与することが
できました。

　給食調理等業務（調理・配送・洗浄・ボイラー管理等）を経験豊富な業者に一括して
委託することにより、衛生管理面等に起因する給食停止日数を0日に抑えることがで
きました。

給食停止日数 5日 0日 0日
給食設備や衛生管理
面等に起因する給食
停止日数

今
後
の

方
向
性

　適正な人員確保、経費縮減等の観点から、引続き調理等業務の委託を行っていき
ます。

課
題

－

成
果

事業評価シート(25・中学校給食調理業務委託事業)
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千円 千円 千円
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目
標
・
施
策
に
対

す
る
評
価

　栄養バランスのとれた魅力ある学校給食の献立を作成することにより、食育の推
進や学校給食を充実させるとともに、生徒の健やかな体の育成に寄与することがで
きました。

　地元産の食材、郷土食や行事食などを取り入れつつ、栄養バランスのとれた魅力
ある学校給食の献立を年度当初の予定通り187回作成しました。

今
後
の

方
向
性

　引続き食材や献立内容を工夫するなどして、栄養バランスのとれた魅力ある給食
を提供していきます。

課
題

　食材価格の上昇や納入業者数の減少などにより、安全安心な食材の調達や栄養
バランスのとれた献立の作成への影響が懸念されます。

成
果

金　額（千円未満切捨） 130 138
令和４年度 当初予算年　度

126
令和２年度 決算

施策3 食育の推進・学校給食の充実
目標Ⅲ 健やかな体の育成

中学校給食共同調理場

中学校給食献立作成事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　中学校給食共同調理場の栄養士が献立を作成し、学校関係者が
献立を審議決定します。

担当

事業名 26

目標

主な対象(数)
年間給食実施回数

事業評価シート(26・中学校給食献立作成事業)



第三者評価者からの意見・提言

目標Ⅲ　健やかな体の育成

意見・提言（目標Ⅲ　健やかな体の育成）
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34

主な対象(数)
職場体験活動　市内全中学校第2学年生徒
ふれあい講演会　市内全中学校生徒

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　ふれあい講演会の実施を通して、生徒の勤労観や職業観を育成し、社会性や自立
心、表現力、礼儀作法などを育成し、進路指導・キャリア教育を推進することができ
ました。

　令和3年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、ふれあい講演会
のみの実施となりましたが、生徒は実際に働いている方の講話を聞き、働く意義や
価値観を再確認させ、「自分の未来像」と講話の内容を照らし合わせながら将来に
向けた目標を具体化させる事ができました。

ふれあい講演会実施
校数

11 11 11

今
後
の

方
向
性

　継続します。

課
題

　現在、キャリア教育の必要性はますます高まっています。コロナ禍によって、社会
体験チャレンジ事業の職場体験が中止になってしまいましたが、生徒の就学年度に
よって格差が生じないように、学習内容を工夫する必要があります。

成
果

令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

金　額（千円未満切捨） 25 695
令和４年度 当初予算年　度

施策1 キャリア教育の充実
目標Ⅳ 自立する力の育成

指導課

中学生社会体験チャレンジ事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　生徒の勤労観や職業観を育成し、社会性や自立心、表現力、礼儀
作法、コミュニケーション能力などを養うため、市内中学校生徒が市
内等の事業所等において2日間の社会体験活動を行います。
　また、ふれあい講演会を実施し進路指導・キャリア教育を推進しま
す。教職員と事業所担当者・ふれあい講演会講師との打合せ、教職
員やPTAによる各事業所等への巡回、校長による各事業所等への
挨拶などを通して、学校、保護者及び地域との連携を深めていきま
す。

担当

事業名 27

目標

事業評価シート(27・中学生社会体験チャレンジ事業)



第三者評価者からの意見・提言

目標Ⅳ　自立する力の育成

意見・提言（目標Ⅳ　自立する力の育成）
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施策1 特別支援教育の推進
目標Ⅴ 多様なニーズに対応した教育の推進

学務課

特別支援学級補助員派遣事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　特別支援学級において、担任教員の行う指導の補助にあたるた
め、特別支援学級補助員を特別支援学級が置かれている市内小・
中学校に配置します。

担当

事業名 28

目標

重点事業

　各小・中学校の配置要望と児童生徒の状況を勘案し、継続的に特別支援学級補
助員の適切な配置に努めてまいります。

課
題

　現状では各小・中学校に1名の配置となっていますが、児童生徒の障害の程度や
発達状況に即した、きめ細やかな対応が必要となるため、特別支援学級数に応じた
配置数が望ましいと考えます。

成
果

令和２年度 決算
金　額（千円未満切捨） 0 0

令和４年度 当初予算年　度

目
標
・
施
策
に
対
す

る
評
価

　担任教員の目が行き届かない場面を補助員が補うことで、児童が安全に学校生活
を送ることができました。
　また、児童に寄り添い、適宜叱咤激励しながら支援を継続することで、児童も望ま
しい行動を取れることが多くなりました。

　特別支援学級に在籍する児童生徒の障害の種類や発達状況は様々であり、状況
に即した適切な教育を行う上で、担任の教員だけでは負担が大きいのが現状です。
そうした中で、1対1の対応が必要なときもあるため、補助員が担任教員の補助を行
うことで大きな成果を上げています。

今
後
の

方
向
性

0

主な対象(数)
必要とされる特別支援学級補助員の配置人数等

事業評価シート(28・特別支援学級補助員派遣事業)
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施策1 特別支援教育の推進
目標Ⅴ 多様なニーズに対応した教育の推進

学務課

中学校特別支援学級設置事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　特別支援教育検討委員会の基本方針に基づき、計画的に上尾市
内の中学校に特別支援学級、通教指導教室等を設置します。

担当

事業名 29

目標

重点事業

　市全体及び各学校における特別支援教育体制を整備し、特別支援学級の全校設
置を行うことで、特別支援教育の更なる推進を図ります。
　また、全校設置により当該児童生徒が通学しやすい配置となるよう、全市的な立場
から、計画的に基盤整備を図ります。

課
題

　現状では、市内中学校の特別支援学級全校設置が未達成です。全校設置により
対象生徒が通学しやすいよう環境面を整えたいと考えています。

成
果

令和２年度 決算
金　額（千円未満切捨） 10,641 27,609

令和４年度 当初予算年　度

目
標
・
施
策
に
対
す

る
評
価

　毎年度、1校ずつ特別支援学級を設置することで、特別な教育的支援を必要とする
児童生徒1人1人のニーズに応じた教育を推進することができました。

　特別支援学級未設置の上尾市中学校について、毎年度1校ずつ設置することで、
特別支援学級全校設置に近づいています。

今
後
の

方
向
性

12,455

主な対象(数)
特別支援学級設置が必要な中学校

事業評価シート(29・中学校特別支援学級設置事業)
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施策1 特別支援教育の推進
目標Ⅴ 多様なニーズに対応した教育の推進

指導課

特別支援教育推進事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　特別支援教育研修会では、特別支援教育担当者が研修を深め、
各小・中学校で適切な指導、必要な支援、授業改善が図られるよう
にします。

担当

事業名 30

目標

重点事業

　特別支援教育コーディネーター、特別支援学級及び通級指導教室担当教諭の育
成と、専門性の向上を目指して、県立特別支援学校の教諭や県立総合教育セン
ター所員等を講師に招くなどしながら、計画的に研修を実施していきます。
　また、特別支援学校教諭免許状取得を促進し、教員の専門性向上を図ります。

課
題

　特別支援教育コーディネーター、特別支援学級及び通級指導教室担当教諭の資
質及び専門性の向上が重要です。

成
果

令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

金　額（千円未満切捨） 185 236
令和４年度 当初予算年　度

年3回

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　特別支援教育コーディネーター研修を実施することで、教員の資質向上が図られ、
各学校における特別支援教育に関する研修の実施や校内支援体制の整備が進め
られました。

　研修を通じて、特別支援教育コーディネーターを担当する教員の発達障害の児童
生徒への具体的な手立て及び対応について理解を深めることができました。
　また、特別支援学級及び通級指導教室担当教諭の、特別支援学級における効果
的なICTの活用方法についての理解を深めることができました。

特別支援学級及び通
級指導教室担当者研
修会

年1回 年2回 年3回

今
後
の

方
向
性

特別支援教育コー
ディネーター研修会

年1回 年3回

173

主な対象(数)
特別支援教育コーディネーター
特別支援学級及び通級指導教室担当教諭

事業評価シート(30・特別支援教育推進事業)



0

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●当該事業の評価

8,527

主な対象(数)
市内小・中学校の特別支援学級に就学する児童及び生徒の保護者

目
標
・
施
策
に
対
す

る
評
価

　経済的な理由により就学困難な家庭等に対し必要な援助をすることは、義務教育
の円滑な実施を図るため必要であり、また、特別支援教育の普及奨励につなぐこと
ができました。

　適正な審査に基づき支給することで、市内小・中学校に就学する一定の障害の程
度に該当する児童生徒、または市内の小・中学校の特別支援学級に就学する児童
生徒の保護者に向けた経済的な負担軽減に伴う支援を行うことができました。

今
後
の

方
向
性

　経済的な負担軽減のため継続的に支給を行い、今後も特別支援教育の普及奨励
を行っていきます。

課
題

　学用品購入費においてレシート等により実費確認を行っていましたが、定額支給も
自治体の判断で認められることとなりました。事務負担の面では軽減が考えられま
すが、支給額が大きく上回らないか、また、保護者負担の実情を合理的に説明でき
る金額を定額的に支給することができるのか、南部教育事務所管内の状況を見なが
ら判断を行っていきます。

成
果

令和２年度 決算
金　額（千円未満切捨） 6,620 11,917

令和４年度 当初予算年　度

施策1 特別支援教育の推進
目標Ⅴ 多様なニーズに対応した教育の推進

学務課

小・中学校特別支援教育就学奨励事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　市内小・中学校に就学する一定の障害の程度に該当する児童・生
徒の保護者または市内小・中学校の特別支援学級に就学する児童・
生徒の保護者の経済的負担を軽減するため、その負担能力の程度
に応じ就学のための経費の一部を支給します。

担当

事業名 31

目標

事業評価シート(31・小・中学校特別支援教育就学奨励事業)



★

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●評価指標

●当該事業の評価

施策2 学校教育相談の充実
目標Ⅴ 多様なニーズに対応した教育の推進

教育センター

教育相談事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

児童生徒の健やかな成長のため、面接、電話、訪問、電子メール、
オンラインなどによる教育相談を行い、子どもの自立を支援します。

担当

事業名 32

目標

重点事業

　相談内容に応じた形態での丁寧な相談対応を行っていきます。特に、オンラインを
活用した相談や学習については、活用できる場面を模索しながら、より効果的な方
法を模索していきます。

課
題

　相談内容が、複雑化、長期化しているケースが多く、1年間以内に相談が終結する
ことは、難しいケースも多くあります。
　相談件数が年々増加している現状から、受け入れる教育センターの専門職の人
数、相談室スペースの面でも検討が必要な状況にあります。

成
果

令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

金　額（千円未満切捨） 232 242
令和４年度 当初予算年　度

15,383回

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　近年、教育相談件数は過去最多の年間延べ件数を更新している状況ですが、それ
ぞれのケースに丁寧に対応し、約60％のケースにおいて終結し、児童生徒の社会的
自立に向けた支援を行うことができました。

　来所、訪問、電話、メール、オンラインといった様々な形態で、相談内容に応じて個
別に助言したり、適切な関係福祉機関を紹介したりしながら、年間延べ15,383回の相
談対応をしてきました。

教育相談実件数
（実人数＋電話相談
（匿名））

536件 580件

今
後
の

方
向
性

教育相談終結率 62% 60% 70%
終結件数／実相談件
数×100

教育相談延べ回数
（面接相談＋電話相
談＋メール相談）

12,887回

223

主な対象(数)
市内在住の小・中学生

事業評価シート(32・教育相談事業)



★

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●当該事業の評価

施策3 就学支援の充実
目標Ⅴ 多様なニーズに対応した教育の推進

学務課

小・中学校就学援助費補助事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　経済的理由により就学が困難と認められる児童生徒の保護者に対
して、就学に必要な学用品費、学校給食費、新入学児童学用品費、
修学旅行費等の一部を支給します。

担当

事業名 33

目標

重点事業

　経済的理由により就学困難な者への支援を引き続き行っていきます。

課
題

　支援の必要な方へ確実に制度を周知し、電子申請等を含めた申請の利便性の向
上について検討を行います。

成
果

令和２年度 決算
金　額（千円未満切捨） 47,997 87,076

令和４年度 当初予算年　度

目
標
・
施
策
に
対
す

る
評
価

　準要保護者に対し、学用品費等の援助を行うことにより、経済的負担を軽減する効
果が認められます。

　適正な審査に基づき支給を行い、経済的理由により就学困難な者への支援が図ら
れました。

今
後
の

方
向
性

59,020

主な対象(数)
市立小・中学校に在学する児童及び生徒の保護者

事業評価シート(33・小・中学校就学援助費補助事業)



★

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●評価指標

●当該事業の評価

目
標
・
施

策
に
対
す

る
評
価

　経済的理由により就学困難な児童生徒の保護者に対して援助を行うことにより、義
務教育の円滑な実施を図ることができました。

準要保護児童生徒給
食援助費の実績に基
づいて申請

課
題

なし

今
後
の

方
向
性

継続

成
果

　学務課の認定及び各学校からの請求に基づいて適正な援助を行いました。

【被災児童生徒就学
等支援事業費補助
金】　対象者と補助額

5名
224,000円

3名
172,000円

-

【学校給食費補助金】
申請率

実施なし 実施なし 100%
補助対象者のうち、申
請の意思が無い者を
除く申請率

【準要保護児童生徒
給食援助費】対象者と
援助額

1,628名
67,160,585円

1,520名
74,280,177円

-
認定結果及び請求に
基づいて援助

金　額（千円未満切捨） 67,160 74,280 100,969

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

主な目的・内容

【学校給食費補助金の新設】　市内に住所を有し、小中学校に在籍
する児童生徒を3人以上養育する世帯に対し、第3子以降の児童生
徒の学校給食費に相当する額を補助します。
【準要保護児童生徒給食援助費】　教育委員会が要保護に準じて生
活に困窮していると認めた、市内の小・中学校に在籍している学齢
児童生徒の保護者に対し、学校給食費の援助を行います。
【被災児童生徒就学等支援事業費補助金】　被災児童生徒の把握に
ついては、学務課より危機管理防災課に照会して確認しています。

主な対象(数)

【学校給食費補助金の新設】
（小学生）530人
（中学生）   5人
【準要保護児童生徒給食援助費】
（小学生）4,300円×延べ9,320人、1,000円×858人
（中学生）5,200円×延べ6,420人、1,240円×594人
【被災児童生徒就学等支援事業費補助金】
（小学生）3人×（4,300円×11か月＋250円×4日）＝144,900円
（中学生）2人×（5,200円×11か月＋310円×4日）＝116,880円

年　度 令和２年度 決算 令和３年度 決算 令和４年度 当初予算

事業名 学校給食費支援事業 34
重点事業

目標 目標Ⅴ 多様なニーズに対応した教育の推進
担当 学校保健課

施策 施策3 就学支援の充実

事業評価シート(34・学校給食費支援事業)



0
●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●評価指標

●当該事業の評価

事業名 要保護児童生徒医療費援助事業 35

目標 目標Ⅴ 多様なニーズに対応した教育の推進
担当 学校保健課

施策 施策3 就学支援の充実

主な目的・内容

　経済的な理由により就学困難な市内の小・中学校に在籍している
学齢児童・生徒の保護者に対し、学校病についての医療費を援助し
ます。

主な対象(数)
　経済的な理由により就学困難な、市内の小・中学校に在籍している
学齢児童生徒の保護者（約100人）

年　度 令和２年度 決算 令和３年度 決算 令和４年度 当初予算
金　額（千円未満切捨） 36 104 134

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

要保護児童生徒の受
診率

28.57% 33.33% 38.46%
医療券使用数／診療
科別勧告数（要保護）

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　医療券の交付によって、経済的な理由により就学困難な市内の小・中学生が受診
できました。

課
題

　交付した医療券の半数以上が未使用となっていることから、今後も、保護者に対し
受診への働きかけを継続し、学校病の完治を目指していきます。

今
後
の

方
向
性

　学校保健安全法の規定に沿って、援助を継続していきます。

成
果

　医療券を交付し、保護者に受診を促すことで、児童生徒の健康保持増進につな
がっています。（医療券交付件数19件）

事業評価シート(35・要保護児童生徒医療費援助事業)



0

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●当該事業の評価

施策3 就学支援の充実
目標Ⅴ 多様なニーズに対応した教育の推進

教育総務課

入学準備金・奨学金貸付事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　高等学校や大学等への進学の意欲を有する者で経済的な理由に
より修学が困難な者やその保護者に入学準備金又は奨学金の貸付
をし、進学の支援を行います。

担当

事業名 36

目標

　高校生等に関しては、授業料を支援する「高等学校等就学支援金」や授業料以外
の教育費を支援する「高校生等奨学給付金」など、国や県が修学を支援する制度を
実施しており、大学生等に関しても、日本学生支援機構が給付型の奨学金制度を実
施するなど、様々な支援が広がっています。
　今後も国や県、他市町村の動向を注視しながら、本事業を実施してまいります。

課
題

　入学準備金・奨学金貸付事業は、進学者の修学時の一助となっていますが、その
返済において、保護者又は学生自身が安易に滞納することのないよう、納付状況を
注視しながら、適切な納付相談、督促を行い、滞納の防止に向けて、働きかけていく
必要があります。

成
果

令和２年度 決算
金　額（千円未満切捨） 3,380 6,584

令和４年度 当初予算年　度

目
標
・
施
策
に
対
す

る
評
価

　国や県などで授業料の支援や免除・減免、給付型の奨学金制度など経済的な支
援が進められていますが、上尾市で実施している入学準備金や奨学金の貸付制度
は、無利子で実施しており、毎年一定数の利用があります。
　令和3年度においても市民にとって身近な制度として進学意欲がありながら経済的
に困難な生徒やその保護者に活用されました。

　入学準備金・奨学金貸付事業においては、進学の意欲を持っているものの、経済
的に困難な事情を有する者8名に、公正な審査に基づく貸付を行い、平等に教育を
受ける機会を確保できました。
　奨学金貸与に関しては、法改正に基づき、借用書に印紙税が課されないよう申請
者の負担軽減を図りました。
　ホームページにより、独立行政法人日本学生支援機構や埼玉県など他の貸付制
度の周知も行いました。

今
後
の

方
向
性

3,140

主な対象(数)
高等学校、高等専門学校、専修学校（高等課程）や大学、短期大学、
専修学校（専門課程）に進学予定の人、及びその保護者

事業評価シート(36・入学準備金・奨学金貸付事業)



★

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●評価指標

●当該事業の評価

ALT1学級当たり年間
活用時数

63.1時間 57.0時間 65.0時間

ALT1学級当たり年間
活用時数

52.7時間 49.1時間 55.0時間

小・中学校ＡＬＴ配置
人数

35人 35人 35人

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

年　度

施策4 グローバル化に対応する教育の推進

目標Ⅴ 多様なニーズに対応した教育の推進
指導課

英語教育推進事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　小学校では英語活動、外国語活動及び外国語科の授業を通して、
外国語に慣れ親しみ、外国語を使ってコミュニケーションを図ろうとす
る態度を育成します。
　中学校では、外国語科の授業を通して、英語力の向上、コミュニ
ケーション能力の育成を図っています。
　児童生徒が、国際社会において、外国の方と積極的にコミュニケー
ションを図ろうとする能力や英語力、態度を身に付けるための体験的
学習や国際理解教育を推進するため、ALTを配置します。また、中学
校では、生徒が、英語に対する興味・関心を高め、英語力の向上を
図るために、英語弁論大会を実施します。

担当

事業名 37

目標

重点事業

121,468

主な対象(数)
市内全小中学校児童生徒

目
標
・
施
策

に
対
す
る
評

価

　ALTの効果的な活用は、児童生徒の英語学習の意欲向上に繋がります。小学校
のイングリッシュトークでは、児童が生きた英語と触れ合う機会を多く設けることがで
きました。
　小学1、2年生の英語活動の実施により、小・中9年間を見通した英語教育を行うこ
とができました。

　ALTの配置においては、小・中学校においてALTとのティーム・ティーチングを実施
し、英語教育の充実を図ることができました。また、英語の授業以外に、休み時間等
を活用し、児童とALTが自由に会話を楽しむイングリッシュトークを実施し、日常的に
ALTと触れ合う機会を充実させることができました。
　また、小学校では、文部科学省から教育課程特例校の指定を受け、1年生で年間
34時間、2年生で年間35時間の「英語活動」を実施しました。
　中学校では、英語弁論大会の指導等においてもALTを活用し、成果を上げていま
す。ALTは、教員対象の夏季実技研修会等においても指導力向上のために指導・助
言しています。
令和3年度の上尾市英語弁論大会は、新型コロナウイルス感染症対策を施した上
で、分散型で実施しました。

今
後
の

方
向
性

今後も継続していきます。

課
題

ALTの質の確保が課題です。

成
果

令和２年度 決算
金　額（千円未満切捨） 111,340 137,836

令和４年度 当初予算

事業評価シート(37・英語教育推進事業)



0

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●当該事業の評価

施策4 グローバル化に対応する教育の推進

目標Ⅴ 多様なニーズに対応した教育の推進
学務課

日本語指導職員派遣事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　日本語が理解できない児童生徒に対し、日本語習得の指導や支援
を行うため、在籍する小・中学校に日本語指導職員を配置します。

担当

事業名 38

目標

　日本語指導は、必ずしも児童生徒の母語を話せなければならないわけではありま
せんが、指導に係るコミュニケーションを円滑にするためにも様々な言語に対応でき
る日本語指導職員を任用していきます。また、日本語指導を受けられない事態が生
じないように人数の推移について注視していきます。

課
題

　日本語指導を必要とする児童生徒の増加が予想されます。また、母語の多様化が
進み、特にアジア圏の言葉を母語とする児童生徒が増えています。

成
果

令和２年度 決算
金　額（千円未満切捨） 0 0

令和４年度 当初予算年　度

目
標
・
施
策
に
対
す

る
評
価

　日本語が理解できない児童生徒に対し、日本語習得の指導や支援を行うため、在
籍する小・中学校に対し、適切に日本語指導職員を配置することができました。

　日本語の理解が十分でない児童生徒にも、平等に教育を受けさせる機会を確保す
ることができました。児童生徒1人に対して、指導職員1人が対応することで、日本語
理解の支援となりました。同時に複数の児童に対応している指導職員もいますが、
複数の児童がいることで、コミュニケーションをとることができました。

今
後
の

方
向
性

0

主な対象(数)
-

事業評価シート(38・日本語指導職員派遣事業)



0

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

 

●事業費の推移

千円 千円 千円

●評価指標

●当該事業の評価

年　度

施策4 グローバル化に対応する教育の推進

目標Ⅴ 多様なニーズに対応した教育の推進
指導課

中学生海外派遣研修事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　中学生に豊かな国際感覚を養い、国際社会に貢献できる人材とし
て必要な能力や態度を育成する教育活動の一環として、市立中学校
に在籍する生徒を対象に、11日間の海外派遣研修を実施します。
　新型コロナウイルス感染症が終息するまでは、上尾市中学生海外
派遣研修事業の派遣先である、オーストラリアクイーンズランド州ロッ
キャーバレー市のロッキャー高校の生徒とオンライン交流を実施しま
す。

担当

事業名 39

目標

0

主な対象(数)
オンライン交流：上尾市立中学校各4名　計44名

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　ロッキャー高校7年生（中学１年生）の生徒を対象とした「日本語」の授業において、
上尾市の中学校の生徒が簡単な日本語と英語を交えて、それぞれの「学校生活」を
テーマにプレゼンテーションを行いました。新型コロナウイルス感染症による国境の
閉鎖等による困難な時期に、異文化交流・異文化理解を積極的に行うことはこれま
で以上に重要だと思われます。

　学校ICT支援員を活用し、機材の設営、撮影、ネット接続等、全面的なサポートによ
り、Zoomの接続や音声、画像、資料共有等、問題なくスムーズに交流することができ
ました。事前にプレゼンテーションの資料（発表生徒のリストや発表内容、発表原稿
等）を双方で共有することで、プレゼンテーションの内容についての理解が深まり、質
疑応答も活発に行うことができました。

今
後
の

方
向
性

　継続します。

課
題

学校のネット環境が脆弱であるため、今後、増強工事により、ネット環境が改善すれ
ば、各校が自由にロッキャー高校と交流ができるようになると思われます。また、Web
カメラ、三脚、集音マイク等の機材の充実を図るなど、オンライン交流に必要な環境
を整えることが必要です。

成
果

令和２年度 決算
金　額（千円未満切捨） 0 0

令和４年度 当初予算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

オンライン交流の回数 6回 12回 55回

事業評価シート(39・中学生海外派遣研修事業)



第三者評価者からの意見・提言

目標Ⅴ　多様なニーズに対応した教育の推進

意見・提言（目標Ⅴ　多様なニーズに対応した教育の推進）



0

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●評価指標

●当該事業の評価

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

上尾市教育委員会で教職員の心身の状態を把握し、学校医及び産業医の助言も受
けながら対応できました。

課
題

　教職員の働き方改革が進んでいる中で、教職員のメンタルヘルス不調を未然に防
止することや適切な対処によって心の健康を守ることが極めて重要となっています。
　そのため、今後も効果的な実施方法を検討しながら継続していく必要があります。

今
後
の

方
向
性

　教職員等の健康を保持するため、定期健康診断や胃検診、Ｂ型肝炎抗体検査、医
師の面接指導、ストレスチェックを継続して実施していきます。

成
果

　定期健康診断や胃検診は、学校保健安全法に基いて実施し、疾病の予防や早期
発見、早期治療につなげることで、健康の保持・増進を図ることができました。
　医師の面接指導は、労働安全衛生法に基づいて実施し、過重労働による健康不
安の申出に対し、健康診断とは別に医師の指導助言を受けられる体制を整えまし
た。
　Ｂ型肝炎抗体検査は、養護教諭に実施することで、感染防止につなげています。
　ストレスチェックについては、ストレスの程度を把握し、自身のストレスへの気づきを
促すとともに、職場改善につなげました。

高ストレス者に占める
医師の面接利用率

1.89 1.75 2.00
医師による面接利用
者数／高ストレス者数

面接利用者（人） 2 2 3
医師による面接利用
者数

金　額（千円未満切捨） 16,857 15,161 20,887

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

主な目的・内容

　教職員等の健康を保持するため、定期健康診断や胃検診、Ｂ型肝
炎抗体検査、医師の面接指導、ストレスチェックを実施します。

主な対象(数)
小中学校の教職員（市費・県費・調理員）　約1,300人

年　度 令和２年度 決算 令和３年度 決算 令和４年度 当初予算

事業名 教職員健康管理事業 40

目標 目標Ⅵ 質の高い学校教育のための環境の充実
担当 学校保健課

施策 施策1 教職員の資質・能力の向上

事業評価シート(40・教職員健康管理事業)



★

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●当該事業の評価

施策2 学校経営の改善・充実
目標Ⅵ 質の高い学校教育のための環境の充実

学務課

小・中学校業務改善支援事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　教員がより一層児童生徒への指導や教材研究等に注力できる体
制を整備することを目的とし、教員の業務支援を行う補助員の配置、
「統合型校務支援システム」の整備による指導要録と通知表の連動
等により、学校教育活動の一層の充実を図ります。

担当

事業名 41

目標

重点事業

　現状では各小・中学校に1名配置、週2日勤務となっていますが、週4日程度の勤務
体制にしたいと考えています。

課
題

　現状では各小・中学校に1名配置、週2日勤務となっています。しかし、学校は教職
員が児童生徒への指導や教材研究等に注力できる体制の一層の充実を望んでお
り、週4日程度の勤務を希望しています。

成
果

令和２年度 決算
金　額（千円未満切捨） 0 32,234

令和４年度 当初予算年　度

目
標
・
施
策
に
対
す

る
評
価

　スクール・サポート・スタッフが授業準備補助等を行うことで、教員がより一層児童
生徒への指導や教材研究等に注力できる体制の整備につなげることができました。

　スクール・サポート・スタッフが授業準備補助等を行うことで、教職員の負担軽減に
貢献しています。その結果、教員がより一層児童生徒への指導や教材研究等に注
力できる体制の整備につながっています。

今
後
の

方
向
性

0

主な対象(数)
市内小・中学校のスクール・サポート・スタッフの配置人数等

事業評価シート(41・小・中学校業務改善支援事業)



0

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●評価指標

●当該事業の評価

施策2 学校経営の改善・充実
目標Ⅵ 質の高い学校教育のための環境の充実

学務課

通学区域検討事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　小・中学校の通学区域の編成に関し基本的かつ総合的に調査審
議するための「上尾市立小・中学校通学区域審議会」を運営します。

担当

事業名 42

目標

　今後とも必要に応じ、教育委員会の諮問に応じ、必要な調査・審議を行い答申しま
す。

課
題

　学区変更後、児童生徒数の変化等の効果が出るまで時間に掛かります。

成
果

令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

金　額（千円未満切捨） 57 114
令和４年度 当初予算年　度

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　第三者の意見をいただくことにより、客観的に見ることができます。

　大規模道路の建設、区画整理時業の進捗による地理的な状況の変化に伴う登下
校の安全確保、地域の実情を考慮し、計画的に通学区の変更を行っています。

審議会の開催数 1回 1回 1回

今
後
の

方
向
性

49

主な対象(数)
審議会の開催数を年1回以上

事業評価シート(42・通学区域検討事業)



0

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●評価指標

●当該事業の評価

施策2 学校経営の改善・充実
目標Ⅵ 質の高い学校教育のための環境の充実

指導課

コミュニティ・スクール推進事業（学校経営の改善・充実）

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　学校・家庭・地域が一体となって、より良い教育の実現に取り組む
ために、地域のニーズを的確に学校運営に反映させるよう保護者や
地域の方々が、学校運営協議会を通して学校運営に参加する仕組
みの推進を目指しています。

担当

事業名 43

目標

　学校・家庭・地域が一体となって、より良い教育の実現に取り組むため、引き続き、
上尾市コミュニティ・スクール研修会を通して、各学校の学校運営協議会の充実を
図っていきます。

課
題

　新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、各学校の学校運営協議会が中止
や書面開催となり、十分な協議ができませんでした。感染対策と活動のバランスを考
慮した取組を推進していきます。

成
果

令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

金　額（千円未満切捨） 1,255 1,455
令和４年度 当初予算年　度

171回

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　上尾市教育振興基本計画「目標Ⅵ 質の高い学校教育のための環境の充実」「目
標Ⅶ 家庭・地域の教育力の向上」に位置付けられており、学校・家庭・地域が一体と
なって、育てたい子供像や目指すべき教育のビジョンを共有し、目標に向けた取組を
推進することができました。

　学校・家庭・地域が一体となって、より良い教育の実現に取り組むために、地域の
ニーズを的確に学校運営に反映させるよう保護者や地域の方々が、学校運営協議
会を通して学校運営に参加する仕組みを推進できました。

上尾市コミュニティ・ス
クール研修会

年1回 年1回 年1回

今
後
の

方
向
性

各小・中学校学校運
営協議会合計開催回

137回 175回

1,219

主な対象(数)
市内全小・中学校

事業評価シート(43・コミュニティ・スクール推進事業)



★

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●当該事業の評価

施策3 学校環境の整備・充実
目標Ⅵ 質の高い学校教育のための環境の充実

教育総務課

学校施設更新計画推進事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　上尾市学校施設更新計画基本方針等に基づき、令和37年度まで
の40年間を見据えた「上尾市学校施設更新計画基本計画」を令和3
年5月に策定しました。
　本計画に基づき、各エリアに「新しい学校づくり推進協議会」を設立
し、学校再編に向けた協議を推進します。

担当

事業名 44

目標

重点事業

　市民アンケート（一般市民や未就学児保護者）やWEBアンケート（児童生徒やその
保護者、教員）の実施、ワークショップや基調講演会、公聴会などを開催し、市民に
対して意見聴取をしっかりと行い、令和4年度末までに「上尾市学校施設更新計画基
本計画」を見直します。

課
題

　令和3年7月に開催した地域説明会では、学校規模が大きくなり過ぎることや通学
距離が遠くなることなど、様々なご意見を頂戴し、市長は本計画の見直しを表明しま
した。
　また、市議会に設置された「上尾市学校施設更新計画基本計画調査特別委員会」
から、令和4年1月に提言書が提出されました。

成
果

令和２年度 決算
金　額（千円未満切捨） 20,659 22,543

令和４年度 当初予算年　度

目
標
・
施
策
に
対
す

る
評
価

　令和3年度中に3つのエリア（平方エリア、原市エリア、大石南エリア）において、「新
しい学校づくり推進協議会」を設立する予定でしたが、地域説明会や市議会議員か
ら様々な意見を頂戴したため、当初の予定どおりに協議会を設立することが困難と
なりました。

①令和3年6月に、市自治会連合会、校長会、市PTA連合会へ本計画を周知しまし
た。
②令和3年6月24日に、全員協議会にて市議会議員へ説明しました。
③令和3年7月に地域説明会を13回（参加者293名）開催し、本計画の周知・意見聴
取を実施しました。
④市議会に設置された「上尾市学校施設更新計画基本計画調査特別委員会」に5回
（令和3年8月23日、10月7日、10月12日、11月8日、令和4年2月10日）出席しました。

今
後
の

方
向
性

41

主な対象(数)
小学校22校、中学校11校

事業評価シート(44・学校施設更新計画推進事業)



★

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●評価指標

●当該事業の評価

27,360

主な対象(数)
小学校22校、中学校11校

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

傷んだ図書の入れ替えやニーズに合わせた図書の整備などにより、児童生徒が読
書活動や探究活動などに意欲的に取り組むことに貢献しています。

小学校の学校図書館図書について、令和３年度は、8,286冊を購入、6,688冊を廃棄
し、年度末の現有冊数は226,853冊となりました。
また、中学校の学校図書館図書について、令和３年度は、5,252冊を購入、4,340冊を
廃棄し、年度末の現有冊数は139,471冊となりました。

学校図書館図書標準
100％達成校の数

19校 24校 27校

各学校の学級数から算出
される学校図書館図書標
準に対する年度末現有冊
数が100％を達成している
学校数

今
後
の

方
向
性

引き続き、多くの学校が学校図書館図書標準に対する整備率100％を達成できるよ
う、学校図書館図書の更新や整備を進めていきます。

課
題

学校図書館図書標準に対する整備率は、小学校全体では104.9％、中学校全体では
102.3％と、全体では100％を達成していますが、学校別に見ると未達成の学校があ
ります。

成
果

令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

金　額（千円未満切捨） 29,078 28,491
令和４年度 当初予算年　度

施策3 学校環境の整備・充実
目標Ⅵ 質の高い学校教育のための環境の充実

教育総務課

小・中学校図書整備事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

子どもたちの自主的・自発的な学習活動を支援するとともに、豊かな
感性や情操をはぐくむ読書活動を推進する役割を担う学校図書館図
書の整備を推進します。

担当

事業名 45

目標

重点事業

事業評価シート(45・小・中学校図書整備事業)
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目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

教育教材の整備・更新を図ることで、教員の指導、児童生徒の理解を深めることが
できました。

各学校が、学校規模に応じて配分された予算の中で、教材整備指針に基づいて必
要な教育教材を選定し、整備・更新しました。
老朽化したグランドピアノは、上尾小1台、大谷中1台の入替えを行いました。

今
後
の

方
向
性

26,398

引き続き、教材整備指針に基づいた教育教材の整備・更新を図るとともに、大型教
材については計画的な更新に取り組みます。

課
題

計画的な更新が必要な大型教材は、長年使用して老朽化しているものがあり、これ
らへの対応が求められています。

成
果

金　額（千円未満切捨） 30,503 28,058
令和４年度 当初予算年　度

施策3 学校環境の整備・充実
目標Ⅵ 質の高い学校教育のための環境の充実

教育総務課

小・中学校教育教材整備事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

授業等で使用する学習教材の整備・充実を図ります。

担当

事業名 46

目標

主な対象(数)
小学校22校、中学校11校

令和２年度 決算

事業評価シート(46・小・中学校教育教材整備事業)
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事業名 児童生徒安全推進事業 47
重点事業

目標 目標Ⅵ 質の高い学校教育のための環境の充実
担当 学校保健課

施策 施策4 学校安全の推進

主な目的・内容

　学校管理下における児童生徒の安全・安心を確保するため、AED
の配備や教職員向けの応急手当普及員講習会などを行います。
　また、学校管理下における災害（負傷、疾病、障害又は死亡）に対
し、災害共済給付を支給します。

主な対象(数)
市内小・中学校の児童生徒　16,739人（令和3年5月1日時点）
市内小・中学校の教職員

年　度 令和２年度 決算 令和３年度 決算 令和４年度 当初予算
金　額（千円未満切捨） 34,689 21,313 20,398

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

応急手当普及員総資
格者数

91人 100人 108人

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　応急手当指導員資格取得のための研修会実施は、児童生徒の安心安全な学校づ
くりを大きく前進させる取組になっています。
　新型コロナウイルス感染症への対策を講じながら、各学校における全教職員参加
の心肺蘇生法研修を実施し、学校生活において事故などが発生した際の対応に備
えることができました。

課
題

　児童生徒の周辺に様々な危険が存在し、事件や事故に巻き込まれることがまれで
はない社会状況となっています。
　そのため、児童生徒が周囲の危険を自ら察知し、自分で考え行動できる力を養え
るような視点での教育を実践していく必要があります。
　　また、新型コロナウイルス感染症への対応については、長期的な対応が見込ま
れるところであり、新しい感染症とともに社会で生きていかなくてはなりません。その
ため、児童生徒の健やかな学びを保障していくために、学校では、マスクの着用や
手洗いの励行、「3密」を徹底的に避ける「新しい生活様式」を導入し、感染のリスクを
可能な限り低減しつつ、教育活動を行っていく必要があります。

今
後
の

方
向
性

　各学校における全教職員参加の心肺蘇生法研修の実施により、学校生活におい
て事故などが発生した際の対応に備えることができていますが、応急手当普及員の
資格を持つ教職員が人事異動等により減少することも考えられるため、新規資格取
得者への講習や更新講習会を今後も開催していく必要があります。
　また、防犯ブザーの給付は、身に付けることで児童生徒の登下校時の犯罪抑止と
安全確保に効果があるため、継続していきます。

成
果

　各学校で毎年開催する心肺蘇生法研修の講師を務める教職員に応急手当普及員
資格を取得させるための講習会（新規）と更新講習会を開催しました。
　また、市内22校の小学校新入生約1,900人に防犯ブザーを給付しました。

事業評価シート(47・児童生徒安全推進事業)
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158

主な対象(数)
-

目
標
・
施
策
に
対

す
る
評
価

　登下校サポーターを配置しているため、保護者からの要望等は特にありません。

　通学区域を見直した区域で、通学班が整わない場合、登下校サポーターを配置し
ています。児童の安全確保、保護者の不安の解消につながっています。

登下校サポーターの
配置率

100％以上
(17/12)

100％以上
(17/12)

100％以上
(13/12)

実際の配置人数/必
要配置人数

今
後
の

方
向
性

　登下校時の児童の安全確保を考慮し、計画的に進めていきます。

課
題

　現在登下校サポーターを配置している区域において、高学年が通学班が整った場
合は、登下校サポーターを無くすことを検討していきます。

成
果

令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

金　額（千円未満切捨） 169 151
令和４年度 当初予算年　度

施策4 学校安全の推進
目標Ⅵ 質の高い学校教育のための環境の充実

学務課

通学区見直し区域登下校サポート事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　学校規模の適正化や登下校の安全確保を主な目的とし、通学区域
の見直しを行っています。これらの区域において、通学班が整わない
低学年について安全確保と保護者の不安を解消するため、登下校
サポーターを配置します。

担当

事業名 48

目標

事業評価シート(48・通学区見直し区域登下校サポート事業)
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目
標
・
施
策
に
対

す
る
評
価

　児童生徒の周辺に様々な危険が存在し、事件や事故に巻き込まれることがまれで
はない社会状況となっている中で、児童生徒が周囲の危険を自ら察知し、自分で考
え行動できる力を養えるような視点での教育を実践していきます。

課
題

　活動員の高齢化と、人員の確保が課題となっています。仕事の都合で思うように活
動できないため、気持ちがあっても登録できずにいる方もいるようです。

今
後
の

方
向
性

　児童生徒の安全確保に効果を上げ、地域の方々や各団体の協力を継続して得る
ことにより、地域防犯の意識向上にもつながっていることから引き続き実施していき
ます。

成
果

　令和3年度においては、11台の学校安全パトロールカーを運行し、月あたりのパト
ロール回数は1台月平均6.3回、1回平均の運行距離は18kmでした。

青色回転灯実施者証
保有者数

4,302人 4,686人 4,700人

金　額（千円未満切捨） 4,643 4,773 4,153

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

主な目的・内容

　児童生徒及び地域の防犯に資するため、学校・PTA及び地域が連
携し、中学校区を単位として青色回転灯付パトロールカーにより巡回
します。

主な対象(数)
市内小・中学校の児童生徒　16,739人（令和3年5月1日時点）

年　度 令和２年度 決算 令和３年度 決算 令和４年度 当初予算

事業名 学校安全パトロール事業 49

目標 目標Ⅵ 質の高い学校教育のための環境の充実
担当 学校保健課

施策 施策4 学校安全の推進

事業評価シート(49・学校安全パトロール事業)
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事業名 通学路安全対策事業 50

目標 目標Ⅵ 質の高い学校教育のための環境の充実
担当 学校保健課

施策 施策4 学校安全の推進

主な目的・内容

　登下校中の児童の安全を図るため、グリーンベルトの設置や外側
線の表示等の通学路改善工事を実施します。

主な対象(数)
市内小・中学校の通学路

年　度 令和２年度 決算 令和３年度 決算 令和４年度 当初予算
金　額（千円未満切捨） 1,023 1,251 2,014

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

工事箇所 2箇所 1箇所 9箇所
上尾市PTA連合会や
各学校からの要望を
受け対応した箇所数

目
標
・
施
策
に
対
す
る
評
価

　平成25年度から通学路の安全対策を集中的に取り組むために学校保健課の事業
として、グリーンベルトやラバーポールなどの安全対策を実施しており、児童の登下
校時の安全確保につながっています。毎年多くの要望箇所があるため、全てに改善
対策を実施することは難しいですが、市道以外の要望箇所は、埼玉県など関係機関
とも連携しながら、引き続き、危険箇所を改善していきます。
　児童生徒の周辺に様々な危険が存在し、事件や事故に巻き込まれることがまれで
はない社会状況となっている中で、児童生徒が周囲の危険を自ら察知し、自分で考
え行動できる力を養えるような視点での教育を実践していきます。
　通学路や、パトロール、見守りサポートと、児童生徒の安全のために、よい事業とし
て継続を希望します。

課
題

　道幅の問題から、道路の片側のみの設置になってしまうなど、要望通りにならない
箇所があります。

今
後
の

方
向
性

　児童生徒の登下校時の安全確保のため、引き続き継続していきます。

成
果

　令和2年度は、2箇所の通学路にグリーンベルト等の工事を実施しました。令和3年
度は、1箇所の通学路にグリーンベルト等の工事を実施しました。

事業評価シート(50・通学路安全対策事業)



第三者評価者からの意見・提言

Ⅵ　質の高い学校教育のための環境の充実

意見・提言（目標Ⅵ　質の高い学校教育のための環境の充実）



0

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●評価指標

●当該事業の評価

1,568

主な対象(数)
大石公民館放課後子供教室　大石小学校児童（16人）
原市公民館放課後子供教室　原市小学校児童（22人）

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　公民館で活動するサークルや上尾市まなびすと指導者を講師として活用すること
で、学校・家庭・地域が連携した教育活動の推進に繋がる事業を実施することができ
ました。

　新型コロナウイルス感染症の影響等により、令和3年度は2学期から1月までの実
施となりましたが、公民館で活動するサークルや、まなびすと指導者を講師とした教
室を実施し、工作やスポーツ、科学教室等、多彩な体験活動を行うことができまし
た。

実施回数 40回 42回 109回 2教室の合計

今
後
の

方
向
性

延べ参加人数 349人 940人 2教室の合計

　今後も地域の力を借りながら、子供の安心安全な居場所づくりに取り組んで行くと
ともに、拠点施設の設定や人材の確保等について、関係部署等との連携を図り、放
課後子供教室のあり方を総合的に検討していきます。

課
題

　新型コロナウイルス感染症に加え、実施している2教室のコーディネーターの退職
により、後任の補充や事業開始準備等に時間がかかったことも、実施時期に影響し
ました。
コーディネーターやサポーターについては、小学校全学年を対象にしていることか
ら、学年による学力や集中力、体格の差や集団行動に差があることを理解している
ことが必要であり、小学生の扱いに長けた人材が望ましいため、人材の継続的な確
保が難しい状況が続いています。

成
果

令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

金　額（千円未満切捨） 1,306 2,943
令和４年度 当初予算年　度

358人

施策1 学校・家庭・地域が連携した教育活動の推進

目標Ⅶ 家庭・地域の教育力の向上
生涯学習課

放課後子供教室運営事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　公民館を会場に、放課後の子供の安心安全な活動場所を確保し、
公民館を活動場所とする地域の大人たちの参画を得て、様々な学習
や体験活動等の取組を実施することにより、大人や子供同士の交流
を育み、地域社会の中での生涯学習環境づくりを推進することを目
的としています。

担当

事業名 51

目標

事業評価シート(51・放課後子供教室運営事業)
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351

主な対象(数)
市内全小・中学校

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　上尾市教育振興基本計画「目標Ⅶ 家庭・地域の教育力の向上」に位置付けられて
おり、学校応援団の活動を通して、保護者や地域の方に教育に携わっていただきな
がら学校・家庭・地域社会が一体となって子供の育成に取り組むことを推進すること
ができました。

　学習支援、環境整備、安心・安全の確保などの活動を通して、学校・家庭・地域社
会が一体となって子供の育成に取り組むことを推進することができました。

学校応援団の延べ活
動回数

7,482回 6,253回 12,782回

学校での教育活動を
支援する保護者、地
域の方によるボラン
ティアの活動組織によ
る活動回数

今
後
の

方
向
性

　学校・家庭・地域社会が一体となって子供の育成に取り組んでいくため、保護者や
地域の方に学校教育に携わっていただきながら各学校の学校応援団の活動を充実
させていきます。

課
題

　新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、活動を制限した学校が多くありまし
た。感染対策と活動のバランスを考慮した取組を推進していきます。

成
果

令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

金　額（千円未満切捨） 399 356
令和４年度 当初予算年　度

施策1 学校・家庭・地域が連携した教育活動の推進

目標Ⅶ 家庭・地域の教育力の向上
指導課

コミュニティ・スクール推進事業（学校・家庭・地域が連携した教育活動の推進）

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　保護者や地域の方がボランティアとして、学習支援、環境整備、安
心・安全の確保などの活動を通して、学校を支援し、学校・家庭・地
域社会が一体となって子供の育成に取り組むことを推進しています。

担当

事業名 52

目標

事業評価シート(52・コミュニティ・スクール推進事業)
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施策2 家庭教育の充実
目標Ⅶ 家庭・地域の教育力の向上

生涯学習課

家庭教育推進事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　家庭教育の重要性を理解し家庭教育の充実を図るため、市内幼稚
園や認定こども園の保護者会が実施する家庭教育に関する事業を
支援します。
　また、上尾市PTA連合会と連携して行っている家庭教育講演会を
開催することで、家庭教育力の向上を図ります。

担当

事業名 53

目標

目
標
・
施
策
に
対

す
る
評
価

　家庭教育推進事業補助金を活用して「キレイな地球を次の世代に」「ほめる育児・
楽しい育児」といった環境や幼児教育についての講座が開催され、受講者は子ども
の達の未来について考えたり、子育てに関する視野が広がったりしたといった報告
がありました。このことから、目標「家庭・地域の教育力の向上」に寄与していると考
えます。

　家庭教育講演会については、令和3年度は新型コロナウイルス感染拡大防止によ
り、動画配信にて開催しました。
　家庭教育推進事業補助金については、市内幼稚園等の保護者会2団体に交付し
ました。

家庭教育推進事業補
助金交付団体数

4 2 4

今
後
の

方
向
性

家庭教育講演会参加
者数

動画配信

　少子化や核家族化といった社会環境や家庭環境が著しく変化している中で、より
多くの親が家庭教育について考える機会の提供や家庭の教育力の向上のため、今
後も講演会を通して家庭教育支援の情報提供を継続していきます。
　家庭教育推進事業補助金を継続して交付することで、市内私立幼稚園等が家庭
教育に関する講演会や講座等を実施することを支援し、家庭教育力の向上を図りま
す。

課
題

　家庭教育講演会については、新型コロナウイルス感染症の収束が見通せない状
況であることから、開催方法を検討していく必要があります。

成
果

動画配信 動画配信

72

主な対象(数)
市内幼稚園及び認定こども園の保護者会

令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

金　額（千円未満切捨） 316 257
令和４年度 当初予算年　度

事業評価シート(53・家庭教育推進事業)



★
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●事業費の推移

千円 千円 千円

●評価指標

●当該事業の評価

年3回
令和2年度までは上尾
市幼児教育振興協議
会

88

主な対象(数)
上尾市立小学校教諭
上尾市立保育園職員
上尾市内私立幼稚園・認定こども園・私立保育園職員

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　幼・保・小の合同研修会における実践発表や協議を通し、互いの活動への理解や
小学校への滑らかな接続を図ることができました。
　また、幼児教育推進協議会では、幼児施設への視察を行ったことで、具体的な子
供の姿から、現状と課題を把握することができました。

　研修を通じて、幼・保・小それぞれの取組への理解を深めることで、幼児期から児
童期への滑らかな接続につなげることができました。
　また、幼児教育推進協議会において、発達支援を必要とする幼児に係る現状と課
題について把握することができました。

上尾市幼・保・小連携
合同研修会

年2回 年2回 年1回

令和2・3年度は、新型
コロナウイルス感染拡
大防止のため、分散
開催

今
後
の

方
向
性

上尾市幼児教育推進
協議会

年3回

　各園や各校でそれぞれが作成していたアプローチプログラム及びスタートカリキュ
ラムを一体的なものとして活用していくことができるように、内容について協議を行
い、見直していきます。
　また、幼児教育推進協議会において、発達支援を必要とする幼児・児童の小学校
接続に係る課題解決のための方策・手立てについて協議していきます。

課
題

　コロナ禍により、幼・保・小における子供同士の直接的な交流ができませんでした。
今後は、行事の交流だけでなく、資質・能力をつなぐカリキュラムの編成や実施を目
指し、内容を見直していくことが課題です。

成
果

令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

金　額（千円未満切捨） 18 244
令和４年度 当初予算年　度

年3回

施策3 幼児教育の充実
目標Ⅶ 家庭・地域の教育力の向上

指導課

幼稚園･保育所と小学校の連携推進事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　幼児教育の推進を図るため、上尾市幼児教育推進協議会を設置
するとともに、幼児期から児童期への滑らかな接続・移行のため、
幼・保・小連携合同研修会を実施します。

担当

事業名 54

目標

重点事業

事業評価シート(54･幼稚園･保育所と小学校の連携推進事業)



第三者評価者からの意見・提言

目標Ⅶ　家庭・地域の教育力の向上

意見・提言（目標Ⅶ　家庭・地域の教育力の向上）
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施策1 学び合い、共に支える社会の実現

目標Ⅷ 生涯にわたる学びの推進
生涯学習課

公民館講座事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　市民の新たな学びや地域社会に興味・関心を持つきっかけとして、
子育てに関する内容から、趣味や教養、健康づくりに関する内容ま
で、幅広い分野の学習機会の提供を行います。
　また、小・中学生を対象として各種体験や多様な学びを提供する土
曜日の教育支援事業を実施します。

担当

事業名 55

目標

　今後もより広い世代の多くの市民に参加してもらえるよう、社会の変化や市民の学
習要望に応じた事業の企画を継続していきます。

課
題

　新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、1講座あたりの定員を通常より少
なく設定しているため、講座に参加できない人が多くなってしまう講座もありました。
定員を少なく設定することを見込み、オンライン講座の実施や同一講座を複数回実
施する等の検討が必要となります。

成
果

令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

金　額（千円未満切捨） 2,213 2,782
令和４年度 当初予算年　度

2,777人

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　各公民館で感染対策を行いながら、工夫して講座を実施し、多種多様な学習機会
の提供をすることができました。特に小・中学生を対象とした土曜日の教育支援事業
については、2部制にするなどし、多くの子供に様々な体験や学びを提供することが
できました。

　新型コロナウイルス感染症の影響により中止となった講座もありましたが、オンライ
ン講座での開催や定員を減らし、同一講座を複数回行う等の工夫を講じながら、市
民のニーズに合わせた多様な講座を実施することができました。

公民館講座数 74講座 94講座 126講座 6公民館の合計

今
後
の

方
向
性

土曜日等の教育支援
事業延べ参加人数

170人 332人 410人 6公民館の合計

公民館講座延べ参加
人数

2,116人 3,700人 6公民館の合計

1,816

主な対象(数)
-

事業評価シート(55・公民館講座事業)
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684

主な対象(数)
集会所利用者等

目
標
・
施
策
に
対

す
る
評
価

　人権問題指導者研修会は、PTAから高齢者まで幅広く参加しており、人権問題に
関する新たな知識を得たり、以前から知っていたことをさらに深められたりしたという
声があります。また、各集会所講座・教室は、小学生から高齢者までさらに幅広い世
代を対象に行っており、利用者同士で教えあったりするなど交流の場にもなっていま
す。このことから、目標「生涯にわたる学びの推進」に寄与していると考えます。

　人権問題指導者研修会については、新型コロナウイルス感染拡大の状況に鑑み、
令和2年度同様、各サークル代表者、人権教育推進協議会委員、集会所運営委員
会委員を対象に実施しました。「同和問題」と「拉致問題」の2つのテーマを、対面形
式と講座を録画して動画を放映する形のハイブリッド型で行いました。
　各集会所講座・教室については、新型コロナウイルス感染症対策を講じながら開
催しました。

人権問題指導者研修
会参加者数(人)

89 91 140 2集会所の合計

今
後
の

方
向
性

各集会所講座・教室
参加者数(人)

331 440 2集会所の合計

　同和問題をはじめとする様々な人権問題についての理解と認識を深め、人権意識
の高揚を図るとともに、人権問題を自身の問題として捉え「偏見を持たない、差別を
しない、差別をさせない」実践力を身に着け、地域の核となる人材育成を行うため、
今後も継続して人権問題指導者研修会及び各集会所講座・教室を開催・実施してい
きます。

課
題

　人権教育集会所は、人権教育の拠点施設であるため、人権問題指導者研修会で
は、多様化する様々な人権課題について取り上げる必要があり、講師の選定をよく
検討する必要があります。
　また、集会所の利用者同士の交流を図り、互いを尊重しあう人権意識の向上を目
的として各集会所講座・教室を開催しているため、多くの参加者が集う内容の講座・
教室を開催する必要があります。

成
果

令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

金　額（千円未満切捨） 511 1,135
令和４年度 当初予算年　度

601

施策1 学び合い、共に支える社会の実現

目標Ⅷ 生涯にわたる学びの推進
生涯学習課

人権教育集会所運営事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　原市集会所・畔吉集会所において、集会所利用者や地域の人々を
対象に、人権問題指導者研修会を開催し、同和問題・障害者の人
権・ジェンダーなど人権に関する研修を実施します。
　また、各種集会所講座・教室を開催します。

担当

事業名 56

目標

事業評価シート(56・人権教育集会所運営事業)
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15,500 対象：市内小・中学生

630

主な対象(数)
市内の小・中学生等

令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

金　額（千円未満切捨） 637 1,030
令和４年度 当初予算年　度

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　人権標語コンクールは、小・中学生という若い頃から人権感覚を育むための事業で
あり、人権を意識して作成することで他者のことを考える良い機会となっていると考え
ます。
　このことから、目標「生涯にわたる学びの推進」に寄与していると考えます。

　教育委員会事務局職員人権問題研修会では、同和問題について深い知識を持っ
ている方を講師に迎え、職員の人権問題についての理解を深めることができました。
　また、全小・中学生を対象とした人権標語コンクールを実施し、子供の頃から人権
感覚を育む機会を提供することができました。

教育委員会事務局職
員人権問題研修会参
加人数

27 51 50

今
後
の

方
向
性

人権標語コンクール
作品数

15,975

　多様な人権問題に取り組むためには人権感覚を磨く必要があります。教育委員会
事務局職員や、市内小・中学生の人権感覚を磨き育むため、今後も教育委員会事
務局職員人権問題研修会及び人権標語コンクールを継続していきます。

課
題

　現代社会には様々な人権についての課題があり、それぞれについて人権感覚を育
む必要があります。

成
果

15,590

施策1 学び合い、共に支える社会の実現

目標Ⅷ 生涯にわたる学びの推進
生涯学習課

人権教育推進事業（学び合い、共に支える社会の実現）

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　上尾市人権教育推進協議会や、職員を対象とした人権問題研修会
を開催するほか、各種団体が開催する研修会・会議等へ参加しま
す。
　また、子供の頃から人権感覚を育むことを目的に、市内小・中学校
の児童・生徒を対象に人権標語コンクールを実施します。

担当

事業名 57

目標

事業評価シート(57・人権教育推進事業)
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施策2 生涯学習の「場」と「推進体制」の整備

目標Ⅷ 生涯にわたる学びの推進
生涯学習課

生涯学習指導者活動推進事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　様々な経験や技術を持つ市民に、生涯学習の指導者として活躍す
る場を提供するため「上尾市まなびすと指導者バンク」に登録しても
らい、その情報を「上尾市まなびすと指導者情報誌」やホームページ
で、指導者を必要としている人に提供します。
　また、まなびすと指導者バンク活動推進会議に補助金を交付する
など「まなびすと市民講座」の支援を実施します。

担当

事業名 58

目標

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　新型コロナウイルス感染症の影響で、活動機会の場の提供や推進体制の整備を
進めることは難しい状況でしたが、公民館を会場とするなどの工夫を行い、まなびす
と指導者の活動機会の提供及び市民への学習機会の提供を行うことができました。

　学校施設開放（特別教室）は、新型コロナウイルス感染症の影響で、貸し出しを中
止していたことから、市立公民館で「上尾市まなびすと市民講座」を実施しました。ま
なびすと指導者の活動機会を確保するとともに、市民に学びの場を提供することが
できました。
　上尾市まなびすと指導者バンク登録者実数は、令和3年度末時点で、100人です。

上尾市まなびすと市
民講座実施回数

13回 29回 40回

今
後
の

方
向
性

上尾市まなびすと市
民講座延べ参加者人
数

157人

　「ボランティア指導者養成講座」や「まなびすと登録者研修」を実施することにより、
講師の養成や資質の向上を図ります。
　また、活動機会の場を設けるため、公民館向けに上尾市まなびすと指導者の紹介
事業を行います。

課
題

　新型コロナウイルス感染症の影響により、「上尾市まなびすと市民講座」は12月か
ら3月の実施、「ちょっとだけ体験ひろば」は中止となったため、上尾市まなびすと指
導者の活動の機会が減少しました。
　今後は、上尾市まなびすと指導者の活動機会の場を増やす工夫が必要です。

成
果

370人 500人

116

主な対象(数)
-

令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

金　額（千円未満切捨） 78 323
令和４年度 当初予算年　度

事業評価シート(58・生涯学習指導者活動推進事業)
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施策3 未来へ向けた持続可能な生涯学習

目標Ⅷ 生涯にわたる学びの推進
生涯学習課

大学等との連携による生涯学習推進事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

市民に、より専門的で魅力ある新しい学習機会を提供するために大
学等の教育機関や民間企業との連携を図ります。

担当

事業名 59

目標

　学びの機会の提供のため、引き続き新型コロナウイルス感染拡大防止の措置を講
じながら事業を実施していきます。

課
題

　子ども大学あげお・いな・おけがわについては、4回目である日本薬科大学の講義
が緊急事態宣言の発令により会場の使用ができなくなったため、内容と会場を変更
し講義を行うこととなりました。全4回のプログラムは実施できたものの、参加者申込
書に4回目の講義「やってみよう！子ども薬剤師～調剤業務体験～」が楽しみである
との記載が多かったため、残念な結果となりました。

成
果

令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

金　額（千円未満切捨） 0 247
令和４年度 当初予算年　度

0人

100

主な対象(数)
・聖学院大学公開講座：18歳以上の人
・子ども大学：上尾市、伊奈町、桶川市に住む小学校5・6年生

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　市民の専門的な知識や学びをより深め、大学等の機関との学習協力を構築し、市
民の知的好奇心を高める事業の実施を行うことができました。

　聖学院大学公開講座については、オンラインの形となりましたが、２講座を実施す
ることが出来ました。
　子ども大学について、あげお・いな・おけがわも、新型コロナウイルス感染症拡大防
止のため、参加者数を60人から40人に減らし、実施することができました。
　あげお子ども大学は新型コロナウイルス感染症の感染拡大により中止となりまし
た。

子ども大学あげお・い
な・おけがわ応募者数

0人 70人 80人

今
後
の

方
向
性

あげお子ども大学応
募者数

0人 35人

事業評価シート(59・大学等との連携による生涯学習推進事業)



0

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●評価指標

●当該事業の評価

施策3 未来へ向けた持続可能な生涯学習

目標Ⅷ 生涯にわたる学びの推進
生涯学習課

成人式事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　二十歳を迎えた人の前途を祝し、社会人としての自覚を持ち、「ふ
るさと上尾」の意識を高められるよう「成人式」を実施します。

担当

事業名 60

目標

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　式典を実施したことで、二十歳を迎えた人が社会人としての自覚を持つことのでき
る機会を設けることができました。

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止として、式典回数3回に変更し小ホールもサ
テライト会場とし、さらにオンライン配信を行いました。会場への参加者数は例年より
少なくなりましたが、対象者2,352人のうち1,591人が出席し、出席率は67.6％となりま
した。

今
後
の

方
向
性

式典出席率 63.4%

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、感染拡大が収束するまでは式
典回数を引き続き3回にし、オンライン配信も実施していきます。負担増大につきまし
ては、登壇する方には引き続き御理解をいただくとともに、職員については令和4年
の式典の結果を踏まえ、配置や人数等を検討していきます。

課
題

　式典を3回に分けたこと、会場の数を増やしたことで、登壇する方々や当日の事務
従事を行う職員の負担が増大しました。

成
果

67.6% 70.0%

式典対象者の出席率
（令和2年度は対面で
の式典を中止したた
め、オンライン視聴数
及び写真スポット来場
者数の合計で算出。）

1,661

主な対象(数)

平成13年4月2日から平成14年4月1日の間に出生した市内に在住の
人（令和3年11月1日時点）、及び市外在住で、式典当日までに上尾
市成人式の参加希望のあった人。男性1,240人、女性1,112人、計
2,352人。

令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

金　額（千円未満切捨） 1,250 1,907
令和４年度 当初予算年　度

事業評価シート(60・成人式事業)



★

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●評価指標

●当該事業の評価

事業名 図書館運営事業 61
重点事業

目標 目標Ⅷ 生涯にわたる学びの推進
担当 図書館

施策 施策4 図書館運営の充実

主な目的・内容

　多様化・専門化する市民の資料要求に応えるため、図書館システ
ムのネットワークにより蔵書管理や利用者管理を行うとともに、本館・
分館の運営業務（カウンター業務）、巡回配送業務を委託し、効率
的・効果的な図書館サービスを提供しています。

主な対象(数)
図書館本館1館、分館（室）8館、利用者、受託事業者

年　度 令和２年度 決算 令和３年度 決算 令和４年度 当初予算
金　額（千円未満切捨） 190,994 187,926 182,161

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

成
果

　コロナ禍において感染拡大防止の観点から、入口にサーマルカメラや手指消毒を
設置、また利用者から返却された書籍の清拭作業をカウンター業務に取り入れるこ
とで、安定的な図書館の開館を継続することができました。さらには、全館に書籍消
毒器を導入することで、より安心して図書館を利用できる環境を整えることができま
した。これらにより利用者数および貸出資料数の増加を図ることができました。

利用者数(人) 293,452 376,412 397,000
図書館資料を借りた
人の数

貸出資料数(件) 892,107 1,150,474 1,211,000
図書館資料の貸出件
数（CD・DVD含む）

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　地域の情報拠点として重要な役割を持つ図書館の継続的な開館は必要最低限の
ことであり、これについてはコロナ禍においても、柔軟にサービスを提供することで市
民の生涯学習の機会と場所の確保につなげられたものと考えます。

課
題

　コロナの感染拡大が鎮まらない状況において、一定のソーシャルディスタンスの必
要性から、閲覧席や学習席の充分な確保が叶わず、利用者の制約に繋がっている
ことが課題となります。

今
後
の

方
向
性

　本館、分館（室）9館の図書館網を通じての利用者への資料提供のサービスや窓口
等の業務委託管理、さらには図書館システムの保守のほか、図書館協議会の運営
や図書館サービス計画の管理など図書館運営に係る業務の継続を図ります。新し
い生活様式に配慮しながら、コロナ禍においても感染拡大防止を徹底した管理体制
を整えることで安定した図書館の開館を目指します。

事業評価シート(61・図書館運営事業)



★

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●評価指標

●当該事業の評価

施策4 図書館運営の充実
目標Ⅷ 生涯にわたる学びの推進

図書館

図書館施設管理事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　市内図書館サービス網の核である本館と地域の窓口である分館
（室）について、市民が安心かつ快適に利用できるよう適切な設備点
検の実施や、施設・設備の改修等の維持管理を行っています。

担当

事業名 62

目標

重点事業

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　経年劣化している施設の改修、修繕により利用者の安全を確保するとともに、館内
のレイアウト変更をすることで、家庭でも職場でも学校でもない、第3の居場所である
サードプレイスとして居心地の良い環境整備を構築することができました。

　本館、駅前分館、瓦葺分館、平方分館のトイレの非接触化（自動照明および自動
水栓化）工事により、コロナ禍における利用者の安全確保につなげることができまし
た。
　また、本館レイアウト変更により新たに1階に学習席を設置、新聞コーナーを2階へ
移設し、閲覧席の拡充を図りました。

施設・設備の改修箇
所(件)

19
（内修繕17）

19
(内修繕15）

5
施設・設備を改修した
工事等の件数

今
後
の

方
向
性

LED切り替え個所数
(箇所)

234

　既存の施設の適切な維持管理の実行と並行し、市の公共施設マネジメントとの整
合性を図りながら、施設の改修や図書館網の整理等について取り組んでいきます。
　また、上平広場の管理事業については、図書館ではない他の部署への移管ができ
ないか検討していきます。

課
題

　本館をはじめとした施設・設備の老朽化は顕著であり、抜本的な対策が必要です。
　また、新図書館建設予定地であった上平広場の管理事業について、図書館建設の
可能性がなくなった当該土地の管理を図書館が継続し行うべきかどうかについて課
題が残っています。

成
果

277 287
蛍光灯のLEDへの切
替箇所数（累計）

44,679

主な対象(数)
図書館本館1館、分館（室）8館、利用者

令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

金　額（千円未満切捨） 37,450 33,149
令和４年度 当初予算年　度

事業評価シート(62・図書館施設管理事業)



★

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円
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施策4 図書館運営の充実
目標Ⅷ 生涯にわたる学びの推進

図書館

図書館資料整備事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　図書館サービスの根幹である図書館資料（図書・雑誌・新聞・視聴
覚資料・電子書籍・オンラインデータベースなど）の整備を進めます。

担当

事業名 63

目標

重点事業

　蔵書構築については、分館（室）の棚整理の頻度を増やし、各館の資料入替を行う
など、規模に見合った適切な資料管理を勧めます。その上で、利用者モニタリング結
果を活用して、より利用者ニーズに沿った精緻な選書を進めます。
　また、電子書籍についても、利用者モニタリング結果を踏まえ、効果的な蔵書構築
を進めます。

課
題

　厳しい財政状況にあって、利用者にとって新鮮で魅力的な書架を保つためには、
各館の適正な蔵書規模を見極め、新刊の受入のみに頼らない蔵書構築が必要とな
ります。
　また、電子図書館サービスは、一層の利用促進を図るためには、利用者のニーズ
を捉えたタイトルの拡充が求められます。

成
果

令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

金　額（千円未満切捨） 34,888 35,304
令和４年度 当初予算年　度

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　コロナ禍にあって、市民の生涯学習を支え、知る権利を保障する施設として、図書
館資料や情報提供サービスを行うことができました。特に、非来館型サービスである
電子図書館サービスの導入したことで、新しい生活様式への対応も拡充できました。

　蔵書冊数562,337冊（前年度比△4,342冊　0.8％減）、雑誌及び視聴覚資料を含む
資料総数590,455点（前年度比△4,262冊　0.7％減）に対し、貸出点数は、1,150,474
点（前年度比＋258,367点　29％増）でした。
　9月から開始した電子図書館サービスについては、タイトル数31,723点に対し、貸出
数は7,621点でした。

青少年向け電子書籍
の収集

- 12 10
電子書籍全体の1割
を収集する。

今
後
の

方
向
性

31,611

主な対象(数)
-

事業評価シート(63・図書館資料整備事業)



★
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千円 千円 千円

●評価指標
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施策4 図書館運営の充実
目標Ⅷ 生涯にわたる学びの推進

図書館

子どもの読書活動支援センター運営事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　あげお子ども読書プランに基づき、家庭・地域・学校と図書館の連
携を図り、子供の読書に関する情報の収集・提供、講師派遣、講演
会・講座の開催、読書ボランティアの育成、子供向け読書イベントの
開催・学校支援など、子供の読書活動を推進します。

担当

事業名 64

目標

重点事業

　子どもの読書活動推進には、これまで以上の学校との連携が不可欠であることか
ら、「学校の授業をきっかけに読書が広がる本のセット」を強力に進めます。
　また、コロナ禍でも柔軟に対応可能なイベント、企画を提案も継続していきます。

課
題

　コロナ禍で相談を伴う支援策が実施できず、講座回数も計画通りには実施できな
いことから、従来とは異なる角度での支援方法も必要となっています。

成
果

令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

金　額（千円未満切捨） 1,058 1,952
令和４年度 当初予算年　度

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　国立青少年教育振興機構の調査によれば、子どもの頃の読書量が、成人後の非
認知能力を高めるとされています。こうした観点から、特に、対面での支援が難しい
状況においても、学校との連携強化に繋がる企画提案ができたことは、生涯にわた
る学びの推進に大きく寄与しているもの考えます。

　子ども・保護者・ボランティア対象講座6回、出張おはなし会5回を開催したほか、学
校図書館支援員研修など12回講師派遣を行いました。また、小・中学校や市立保育
所への「あっぴぃぶっくる本」の巡回貸出を行いました。
　さらに、コロナ禍においても、「学校の授業をきっかけに読書が広がる本のセット」
のモニターを実施し、翌年度の新規事業立ち上げの目途を立てました。

学校の授業をきっか
けに読書が広がる本
のセット利用学校数
（延べ）

-
4

（※モニター数）
15

学校の授業開始にあ
わせた関連本のセット
を、希望校に配送す
る。その利用学校数

今
後
の

方
向
性

958

主な対象(数)
市内の家庭・学校・地域

事業評価シート(64・子どもの読書活動支援センター運営事業)



0
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千円 千円 千円
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327

主な対象(数)
全市民

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

団体貸出を通じて、多くの市民に視聴覚サービスの効果が波及していると考えられ
ます。

プロジェクターやスクリーン等視聴覚教材の等の総貸出点数は、59点でした。また、
映画会はコロナ禍により開催できませんでした。

視聴覚教材・教具利
用団体数

33 26 26
視聴覚活動や映画会
を行う市民団体支援

今
後
の

方
向
性

既存の機材やコンテンツを生かした取り組みを継続していきます。また、状況を見な
がら映画会の再開を模索していきます。

課
題

機材の劣化や部品供給の問題から、従来のような事業展開は難しくなりつつありま
す。今後は、よりニーズを見極めてサービス展開を考える必要があります。

成
果

令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

金　額（千円未満切捨） 334 379
令和４年度 当初予算年　度

施策4 図書館運営の充実
目標Ⅷ 生涯にわたる学びの推進

図書館

視聴覚ライブラリー事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

子どもや大人向けの映画会を開催します。視聴覚資料や教材を収集
するとともに、視聴覚活動や映画会を行う市民団体に視聴覚教材・
教具の貸出を行い、活動を支援します。

担当

事業名 65

目標

事業評価シート(65・視聴覚ライブラリー事業)
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千円 千円 千円
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887

主な対象(数)
市内在住の4か月児とその保護者

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　絵本の配布や読み聞かせを通じて、保護者やボランティアを含めた家庭・地域に
への効果的な支援に繋がっています。

　実施回数26回。4か月児健康診査対象者1,509人に対し、1,463人に配布（配布率
97％）という結果でした。厳しい財政の中、絵本の配布を1冊（前年度まで2冊）とする
など事業規模を縮小しながらも、継続することができました。ただし、コロナ禍により、
読み聞かせは中止としました。

ブックスタート実施人
数（絵本配布数）

1,521 1,463 1,500

検診受診者に配布す
る絵本と赤ちゃん向け
図書館イベント等のチ
ラシの配布数

今
後
の

方
向
性

　子どもの読書のきっかけづくりとして有効であるため、事業規模を従来どおりに戻
すとともに、十分な対策により読み聞かせを再開していきます。

課
題

　子どもの読書支援である一方、これを支える読み聞かせボランティアの活躍の場で
もあることから、この場を確保すべく、感染症拡大防止との両立を図る必要がありま
す。

成
果

令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

金　額（千円未満切捨） 2,787 2,434
令和４年度 当初予算年　度

施策4 図書館運営の充実
目標Ⅷ 生涯にわたる学びの推進

図書館

ブックスタート事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　4か月児健康診査時に、赤ちゃんと保護者が絵本を通してゆっくりと
向き合い、心触れ合うひとときを過ごすきっかけづくりとして、絵本の
読み聞かせの実施と絵本の配布を行います。

担当

事業名 66

目標

事業評価シート(66・ブックスタート事業)



0

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●評価指標

●当該事業の評価

1,732

主な対象(数)
市内在住の小学生

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

子供たちが自発的に読書に親しむ習慣を身に着けることに繋がる事業であり、将来
的な学習活動への支援になるものと考えます。

読書パスポートの配布は、1,848人でした。ただし、読み聞かせは中止としました。
また、市内全小学校（22校）で読書パスポートコンクールを開催しました。

読書パスポートコン
クール参加校数

22 22 22

学校の協力により、年
間1回実施し、優秀者
を表彰する。その参加
校数

今
後
の

方
向
性

単に読書パスポートの配布を行うだけではなく、利用に繋がるプレゼンを行い、子供
の読書への興味を高めていきます。具体的には、希望校に対し、図書館職員が図解
で解説を行う取り組みを行っていきます。

課
題

コロナ禍において、読書パスポートの利用を如何に生徒に伝えていくか、やり方や学
校との協力体制を再検討していく必要があります。

成
果

令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

金　額（千円未満切捨） 2,113 3,610
令和４年度 当初予算年　度

施策4 図書館運営の充実
目標Ⅷ 生涯にわたる学びの推進

図書館

セカンドブック事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　市内小学1年生を対象に、絵本の読み聞かせと図書カード入れ付
きの読書パスポートを配布し、家庭・学校・地域・図書館が連携して、
読書好きな子供たちを育成します。

担当

事業名 67

目標

事業評価シート(67・セカンドブック事業)



第三者評価者からの意見・提言

目標Ⅷ　生涯にわたる学びの推進

意見・提言（目標Ⅷ　生涯にわたる学びの推進）



0

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●当該事業の評価

目標Ⅸ 文化芸術の振興
生涯学習課

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　令和3年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、文化芸術活動が制限され
ました。上尾市文化団体連合会も年度当初計画した多くの事業を中止せざるを得な
い中、構成団体相互の連携を図りました。

　上尾市文化団体連合会への補助金は、新型コロナウイルス感染症の影響により
当初団体が計画していた事業の中止も相次ぎ、活動の補助金は429,000円の交付と
なりました。

今
後
の

方
向
性

495

　今後も、市民が気軽に芸術鑑賞を楽しみ、また参加できる場を提供するため、上尾
市文化団体連合会の活動をはじめ、市民の文化芸術活動の支援に取り組んでいき
ます。

課
題

　上尾市文化団体連合会は構成団体数の減少、役員の高齢化が進んでいます。ま
た、新型コロナウイルス感染症の状況によっては、市民の文化芸術活動が制限さ
れ、以前のような事業展開が困難になることも考えられます。

成
果

金　額（千円未満切捨） 443 752

文化芸術振興事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　文化活動の支援及び育成を目的として、上尾市文化団体連合会
（文団連）への補助や文化芸術基金の管理を行います。

担当

事業名 68

目標

主な対象(数)
上尾市文化団体連合会

令和２年度 決算 令和４年度 当初予算年　度

施策1 文化芸術の振興

事業評価シート(68・文化芸術振興事業)



★

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●当該事業の評価

施策2 文化財の保護
目標Ⅸ 文化芸術の振興

生涯学習課

「上尾の摘田・畑作用具」保存活用事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　令和3年3月に国指定重要有形民俗文化財となった「上尾の摘田・
畑作用具」について、その保存のため適切な管理を行うとともに、市
民への公開や啓発を行うことで、文化財の普及を図ります。

担当

事業名 69

目標

重点事業

　「上尾の摘田・畑作用具」の現在の保管状況を改善しつつ、将来にわたる保存・活
用方法を検討していきます。

課
題

　上尾の摘田・畑作用具（全750点）を保管している「上尾市文化財資料室」は、小学
校の転用可能教室であり、適切な温湿度管理や室内環境を整備する必要がありま
す。また、文化財を公開する機会が限られているため、市民へ周知・情報発信してい
く方法を工夫する必要があります。

成
果

令和２年度 決算
金　額（千円未満切捨） 0 270

令和４年度 当初予算年　度

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　「上尾の摘田・畑作用具」は、上尾市初の国指定文化財であり、市内各所で巡回実
施した記念の文化財展は、多くの市民へ文化財を紹介する機会となりました。また、
文化財保存のための事業として着手した資料室内の保管環境整備は、将来に向け
て文化財を継承していくために必要不可欠な取り組みです。

　文化財保存の取組として、資料の点検や清掃のほか、必要な備品の購入により、
資料室内における保管環境の改善に取り組みました。また、重要有形民俗文化財指
定を記念して、市ギャラリーや市内商業施設で文化財展を実施し、市民への周知を
図りました。
　また、「上尾の摘田・畑作用具保存活用検討委員会」を開催し、今後の文化財の保
存と活用の課題について検討を開始しました。

今
後
の

方
向
性

390

主な対象(数) 摘田（405点）・畑作用具（345点）　合計750点

事業評価シート(69・「上尾の摘田・畑作用具」保存活用事業)



0

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●評価指標

●当該事業の評価

施策2 文化財の保護
目標Ⅸ 文化芸術の振興

生涯学習課

文化財調査・保存事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　上尾市文化財保護条例に基づき、市内に所在する文化財のうち重
要なものを市指定文化財等として指定し、その保存及び活用を図り
ます。また、これらの文化財を次世代へ継承するため、文化財の修
理や維持管理に必要な経費を補助するとともに、無形民俗文化財保
持団体を対象とした交付金を交付します。

担当

事業名 70

目標

主な対象(数)
国指定重要文化財  1件　　　県指定文化財   5件
市指定文化財       83件　　　市登録文化財  39件

指標の説明

金　額（千円未満切捨） 2,474 1,035
令和４年度 当初予算年　度 令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標

1,410

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　市が文化財の所有者や保持団体を支援することにより、文化財を少しでも後世へ
引き継いでいくことにつなげています。

　市指定・登録文化財の保存のため2件の補助事業を実施し、無形民俗文化財保持
団体6団体に対し、継承活動助成交付金を交付しました。
　また、県指定文化財の害虫防除、市指定文化財の伐採・剪定、文化財収蔵庫の害
虫駆除の整備事業を委託しました。

文化財件数 122 122 123
市指定文化財及び市
登録文化財の件数
（累計）

今
後
の

方
向
性

　文化財を未来に引き継ぐため調査を進め、今後も指定や登録等、保存に必要な措
置を講じて文化財の維持管理に努めます。

課
題

　説明板や文化財標柱の経年劣化により、文字が読みにくくなっているものがあるた
め、計画的に交換する必要があります。
　また、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、地域の伝統行事や民俗芸能
を担う保存会等の活動が制限され、継承に影響が出ています。

成
果

事業評価シート(70・文化財調査・保存事業)



0

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●当該事業の評価

2,093

主な対象(数) 上尾市の埋蔵文化財包蔵地（遺跡）　249カ所

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　文化財保護法に基づき、試掘調査や県への結果報告、過去の発掘調査の整理作
業等を適切に、また効率的に実施しています。

　文化財保護法第93条第1項の規定に基づく届出を66件受理したうちで40件の試掘
調査を実施し、15件の工事立会を実施しました。その他、2件は翌年度に持ち越し、9
件は調査済のため埼玉県に副申しました。
　また、平成10年代の公共施設建設に伴って発掘調査を実施した遺跡の遺物整理
作業を実施しました。

今
後
の

方
向
性

　文化財保護法に基づいて埋蔵文化財を保護するため行う調査で、文化財保護法
により市町村教育委員会が実施するものとされています。
　埋蔵文化財は文字資料が出現するより前の我が国の歴史を証明する国民共有の
貴重な財産であるため、今後も適切に事業を実施していきます。

課
題

　発掘調査が発生した際に対応できるよう、発掘調査の作業員を確保し調査体制を
整備する必要があります。
　また、整理作業が終了した遺物の保管場所に限りがあるため、効率的、効果的に
保存する必要があります。

成
果

令和２年度 決算
金　額（千円未満切捨） 3,237 3,525

令和４年度 当初予算年　度

施策2 文化財の保護
目標Ⅸ 文化芸術の振興

生涯学習課

埋蔵文化財調査事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　文化財保護法に基づき、埋蔵文化財を保護するため、範囲確認や
記録保存の調査を実施します。埋蔵文化財包蔵地で土木工事等の
計画がある場合、先立って保存すべき遺構・遺物の有無と、その範
囲を確認するために試掘調査を実施する必要があり、保存すべき埋
蔵文化財が確認された場合は、記録保存のために発掘調査を実施
するとともに、調査報告書を刊行します。

担当

事業名 71

目標

事業評価シート(71・埋蔵文化財調査事業)



0

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●評価指標

●当該事業の評価

施策2 文化財の保護
目標Ⅸ 文化芸術の振興

生涯学習課

文化財保護啓発事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　多くの世代へ上尾の歴史や文化を周知し、文化財保護意識を醸成
するため、「あげお歴史セミナー」や「上尾の文化財展」等の啓発事
業を実施します。また、市内の無形民俗文化財の映像記録を公開し
ているホームページ「あげお文化遺産ガイド」の管理を行います。

担当

事業名 72

目標

主な対象(数) -

指標の説明

金　額（千円未満切捨） 877 918
令和４年度 当初予算年　度

866
令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大によってイベントが制限される中、感染防止
に努めながら啓発事業を実施することができました。商業施設と協力して実施した巡
回展では、多くの来店者に文化財を周知することができ、アンケートを通じて様々な
意見を集めることができました。

　小学生を対象とした「あげお歴史探検ツアー」を実施したほか、国指定重要有形民
俗文化財「上尾の摘田・畑作用具」展及び巡回展を3回を開催しました。また、依頼に
基づき2件のあげお市政出前講座を実施しました。その他、市内の無形民俗文化財
の映像を公開しているホームページ「あげお文化遺産ガイド」を運営しました。

啓発事業実施回数 4 8 9
あげお歴史セミナー
や展示、出前講座等
の実施回数

今
後
の

方
向
性

　庁内・庁外の組織・団体等と協力しながら、多くの市民に市の歴史や文化を知って
もらえるような展示や講座を実施し、文化財保護意識の高揚を図ります。

課
題

　現在、常設で展示可能な施設がないため、身近に文化財に接することができるよう
な仕組みや工夫が必要です。

成
果

事業評価シート(72・文化財保護啓発事業)



0

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●評価指標

●当該事業の評価

施策2 文化財の保護
目標Ⅸ 文化芸術の振興

生涯学習課

歴史資料調査事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　市史編さん事業で収集した古文書や行政文書等の歴史資料につ
いて、保存及び活用を図るため、資料の分類・整理、目録の刊行等
を行います。また、新たに収集した歴史資料についても整備を行いま
す。

担当

事業名 73

目標

主な対象(数) -

指標の説明

金　額（千円未満切捨） 2,146 1,214
令和４年度 当初予算年　度 令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標

1,611

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　歴史資料の分類整理作業の成果として、文書目録を刊行することにより、歴史資
料の保存活用につなげています。

　市史編さん事業で収集を行った歴史資料について、保存や活用を図るため、資料
の分類や整理を行い、資料群ごとの目録の作成を行っています。
　令和3年度は、『上尾市文化財調査報告第119集　旧大谷農業協同組合文書目録
6』を刊行した他、前年度に引き続き「八枝神社文書」の整理を実施しました。また、
歴史的価値のある公文書を収集するとともに、埼玉県地域史料保存活用連絡協議
会による研修等に参加しました。

目録点数 19 20 21
刊行した歴史資料目
録の点数（累計）

今
後
の

方
向
性

　「八枝神社文書」の分類整理を引き続き実施するとともに、未整理の歴史資料につ
いても、今後計画的に分類整理作業を実施します。

課
題

　歴史的事実の記録である古文書や歴史的公文書等は、市民共有の知的資源であ
り、適切な保存や活用を図る必要があります。

成
果

事業評価シート(73・歴史資料調査事業)



第三者評価者からの意見・提言

目標Ⅸ　文化芸術の振興

意見・提言（目標Ⅸ　文化芸術の振興）



★

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●評価指標

●当該事業の評価

施策1 誰もがスポーツを楽しめる環境の充実

目標Ⅹ 健康で活力に満ちたスポーツ活動の推進
スポーツ振興課

屋外スポーツ施設管理運営事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　平方スポーツ広場、平方野球場、平塚サッカー場等の屋外スポー
ツ施設の全般的な整備や計画検討を行い、安心・安全に利用できる
環境整備を図ります。また、多様な市民ニーズに対応するとともに、
生涯にわたりスポーツに親しめるよう、効率的な管理運営など、ス
ポーツを継続的に行うための環境づくりを図っていきます。

担当

事業名 74

目標

重点事業

　多様な市民のニーズに対応するとともに、市民の誰もがスポーツに親しみやすく、
安全・安心に利用できる施設環境の充実を図ってまいります。

課
題

　施設設備において、経年劣化が進んでいるところが見受けられることから、計画的
な改修整備を行う必要があります。また、平塚サッカー場以外は、無人管理となって
おり、安全な管理運営を進めるにあたり、管理体制の検討が必要です。

成
果

令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

金　額（千円未満切捨） 71,521 25,412
令和４年度 当初予算年　度

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　市民が身近なスポーツ活動の場として、利用しやすい施設となるよう、定期的なグ
ラウンドや設備の整備、点検を行い良好な施設環境づくりを図りました。

　屋外スポーツ施設の管理業務を行い、施設の修繕や備品等の交換・補充などを図
りました。また、スポーツ振興課管理分となっている平方スポーツ広場借地部分の用
地買収を進めることができました。

屋外スポーツ施設の
利用者数

111,493人 129,610人 175,000人

平方スポーツ広場、平
方野球場、平塚サッ
カー場を利用した人の
数（単年度）

今
後
の

方
向
性

112,873

主な対象(数)
平方スポーツ広場、平方野球場、平塚サッカー場、平塚ゲートボール
場

事業評価シート(74・屋外スポーツ施設管理運営事業)



★

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●評価指標

●当該事業の評価

65,675

主な対象(数)
スポーツ・レクリエーション利用者

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　指定管理者による管理運営により、利用者へのサービス向上と利用の促進が一定
程度図ることができました。

　新型コロナウイルス感染症の影響により、利用制限などの感染対策を講じながら
管理運営を行いましたが、指定管理者により効率的な運営が図ることができました。

市民体育館利用者数 150,156人 220,996人 230,000人
市民体育館を利用す
る人の数（単年度）

今
後
の

方
向
性

　指定管理者制度を継続し、施設の安全・安心な管理運営と利用者へのサービス向
上を図ってまいります。

課
題

　施設の老朽化による修繕や施設内照明のLED化を行うなど、メンテナンスの充実と
環境に配慮した整備が必要となっています。

成
果

令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

金　額（千円未満切捨） 65,650 75,792
令和４年度 当初予算年　度

施策1 誰もがスポーツを楽しめる環境の充実

目標Ⅹ 健康で活力に満ちたスポーツ活動の推進
スポーツ振興課

市民体育館管理運営事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　多様化する市民ニーズに効果的に対応するため、指定管理制度に
よる管理運営を継続し、施設の安全管理と利用者へのサービス向上
を図っていきます。

担当

事業名 75

目標

重点事業

事業評価シート(75・市民体育館管理運営事業)



★

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●評価指標

●当該事業の評価

248,000人
学校開放月例利用報
告書

3,460

主な対象(数)
市内在住・在勤・在学の学校施設開放（校庭・体育館）利用団体及び
利用者　（小学校22校・中学校11校）

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　誰もがスポーツを楽しめる環境の充実に向け、社会体育トイレや倉庫等の修繕を
計画的に進めています。また、身近なスポーツ活動の拠点として多くの市民にスポー
ツに親しむ場所として地域でのスポーツ活動の推進につながりました。

　新型コロナウイルス感染症の感染対策を講じたなかで、利用制限等を注視しなが
ら施設開放事業を行いましたが、令和2年度を上回る利用者となりました。また、軽
微な設備修繕は積極的に対応し、利用者の利便性向上を図ることができました。

学校施設開放の利用
者団体数

451団体 417団体 430団体
学校開放利用団体名
簿

今
後
の

方
向
性

学校施設開放の利用
者数

155,528人

　市民が安全・安心にスポーツ活動を楽しむことができる場として、学校開放施設の
有効利用を推進し、老朽化した社会体育トイレや防球対策など施設の計画的な改修
を進め、利用環境の充実を図ってまいります。

課
題

　多くの市民に利用いただいている一方で、学校周辺の住民からは、開放で規定す
る時間外での利用や校庭の防球対策、利用者が発生するボールのバウンドや声に
関する苦情も寄せられており、身近なスポーツ活動の場として近隣住民の理解に関
することなどが課題となっています。

成
果

令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

金　額（千円未満切捨） 18,348 2,965
令和４年度 当初予算年　度

242,641人

施策1 誰もがスポーツを楽しめる環境の充実

目標Ⅹ 健康で活力に満ちたスポーツ活動の推進
スポーツ振興課

学校施設開放(スポーツ振興)事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　市内在住、在勤、在学者に対し、身近な施設である学校施設（校
庭・体育館等）を開放することにより、スポーツ・レクリエーションの振
興を図ります。学校施設開放の利用の適正化や、使用しやすい社会
体育施設となるよう老朽化した施設の修繕及び備品の交換・補充な
どを行い、老朽化した社会体育トイレの洋式化を含む改修工事を進
めています。また、学校施設開放運営委員会へ交付金を配分してい
ます。

担当

事業名 76

目標

重点事業

事業評価シート(76・学校施設開放(スポーツ振興)事業)



★

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●評価指標

●当該事業の評価

35,195

主な対象(数)
各スポーツ大会、教室等参加者

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けることとなりましたが、感染対策を
講じてスポーツ教室や講座を開催し、市民のスポーツを通じた健康づくりと運動の習
慣化に向けた醸成を図ることができました。

　新型コロナウイルス感染症の影響により、スポーツイベントの開催が困難な状況が
続いていることからシティーハーフマラソンなどの大規模イベントは中止としました。
小規模なスポーツ教室や講座は感染対策を講じて開催し、市民にスポーツに親しむ
機会の提供を行うことができました。

スポーツ・レクリエー
ション事業参加者数

10人 104人 18,500人
市民体育祭・シティ
ハーフマラソン・教室
等の合計参加者数

今
後
の

方
向
性

　誰もがスポーツを楽しめる機会の充実を図るため、多様なニーズに即した各種ス
ポーツ大会や教室等を開催してまいります。

課
題

　多様化する市民ニーズへの対応が求められており、時代に合わせたスポーツ機会
の提供が必要となっています。ライフステージに対応し、幅広い年代の方々がスポー
ツに親しめる環境の充実に向けた施策が課題となっています。

成
果

令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

金　額（千円未満切捨） 7,675 48,417
令和４年度 当初予算年　度

施策2 誰もがスポーツを楽しめる機会の充実

目標Ⅹ 健康で活力に満ちたスポーツ活動の推進
スポーツ振興課

スポーツ大会・教室等開催事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　市民への生涯スポーツ・レクリエーションの普及、振興を図るため、
各種大会及び教室等の事業を提供します。事業を通じて、市民の健
康づくりや体力増進を推進し、活力に満ちた生活の形成に寄与する
ことを目的とします。

担当

事業名 77

目標

重点事業

事業評価シート(77・スポーツ大会・教室等開催事業)



0

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●評価指標

●当該事業の評価

施策2 誰もがスポーツを楽しめる機会の充実

目標Ⅹ 健康で活力に満ちたスポーツ活動の推進
スポーツ振興課

スポーツ交流事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　市民への生涯スポーツ・レクリエーションの普及、振興を図るため、
他市とのスポーツ交流を通してスポーツ機会の提供を推進し、相互
の競技力の向上、健康増進を図っていきます。

担当

事業名 78

目標

　幅広い年代の人たちに対し、スポーツ交流の機会を提供し、交流を通じた相互間
の競技力強化、地域交流の活性化に向けた事業を行ってまいります。

課
題

　多くの人たちがスポーツを通じた地域交流に参加できる環境づくりの推進が必要で
すが、新型コロナウイルス感染拡大の状況によっては、他市等との横断的なスポー
ツ交流が難しいことも考えられます。

成
果

令和２年度 決算

指　標　名 令和２年度 実績 令和３年度 実績 令和４年度 目標 指標の説明

金　額（千円未満切捨） 0 649
令和４年度 当初予算年　度

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　新型コロナウイルス感染症の影響を受け、令和3年度は事業の見送りとなりました
が、スポーツ交流の実施に向けた検討を図りました。また、地域スポーツ団体と長野
県上田市とのスポーツ交流会実施に向けた調整を図りました。

　福島県本宮市と駅伝競走大会での相互交流を進めていましたが、新型コロナウイ
ルス感染症の影響により、交流事業を実施することができませんでした。

スポーツ交流事業の
参加者数

0人 0人 64人
市民駅伝競走大会に参
加した人の数

今
後
の

方
向
性

0

主な対象(数)
スポーツ交流に参加する人

事業評価シート(78・スポーツ交流事業)



★

●上尾市教育振興基本計画の体系

●事業の概要

●事業費の推移

千円 千円 千円

●評価指標

●当該事業の評価

2,156

主な対象(数)
スポ－ツ推進委員自主事業（スポ－ツ推進委員数50人、定員50人）

スポーツ推進委員は、スポーツ基本法により委嘱されるものであり、市民のスポーツ・レクリエーショ
ンの普及、振興に重要な役割があることから、活動支援や委員の更なる資質向上に向けた研修会
参加などへの支援を図っていきます。

目
標
・
施
策
に

対
す
る
評
価

　令和3年度のスポーツ推進委員の任期替えにおいて、若年層の取り込みを目的と
し、スポーツ推進委員の公募を実施し、応募者3名の委嘱を行うことができ、若い世
代の指導者の取り込みができました。

　コロナ禍が続く中で、スポーツ推進委員連絡協議会では、感染対策を講じながら、
スポレク広場と称した、高齢者を対象とした健康増進事業を新たに開催し、市民のス
ポーツを通じた健康意識の醸成を図ることができました。

今
後
の

方
向
性

　市民のスポーツ・レクリエーション活動が安全で楽しく行われるためには、地域ス
ポーツリーダーとなり得る者が不可欠であり、スポーツ推進委員の育成と資質向上
に向けた施策が重要となります。地域スポーツの推進に向け、女性や若い世代の人
が力を発揮しやすい環境づくりを図っていきます。

課
題

　スポーツ推進委員の任期は2年となっており、2年毎にスポーツ協会の加盟団体か
ら推薦を依頼し委嘱をしていますが、加盟団体において若年層の新たな担い手がお
らず、スポーツ推進委員の高齢化が進んでいることが課題となっています。

成
果

令和２年度 決算
金　額（千円未満切捨） 943 4,570

スポーツ活動推進事業

令和３年度 決算

施策

主な目的・内容

　地域スポーツの推進を担うスポーツ推進委員等の研修や講習会を
実施し、市民への生涯スポーツ・レクリエーションの普及、振興を目
的としたスポーツ推進委員連絡協議会の活動を支援し、スポーツ活
動の推進を図ります。

担当

事業名 79

目標

重点事業

令和４年度 当初予算年　度

施策3 地域におけるスポーツ活動の活性化の推進

目標Ⅹ 健康で活力に満ちたスポーツ活動の推進
スポーツ振興課

事業評価シート(79・スポーツ活動推進事業)



第三者評価者からの意見・提言

目標Ⅹ　健康で活力に満ちたスポーツ活動の推進

意見・提言（目標Ⅹ　健康で活力に満ちたスポーツ活動の推進）



2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員会委員の活動状況 
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教育委員会会議 

 (1) 令和 3年度 教育委員会会議の開催状況 

定例会・臨時会 開催日時 場 所 
出席 
委員数 

令和3年 第3回臨時会 令和3年4月1日（木） 11：30～11：38 
上尾市役所 
教育委員室 6人 

令和3年 4月定例会 令和3年4月22日（木） 9：32～11：25 
上尾市役所 
教育委員室 5人 

令和3年 5月定例会 令和3年5月27日（木） 9：30～11：31 
上尾市役所 
大会議室 6人 

令和3年 6月定例会 令和3年6月24日（木） 15：00～15：41 
上尾市役所 
教育委員室 6人 

令和3年 7月定例会 令和3年7月21日（水） 9：00～10：10 
上尾市役所 
教育委員室 6人 

令和3年 8月定例会 令和3年8月19日（木） 9：30～10：50 
上尾市役所 
大会議室 6人 

令和3年 9月定例会 令和3年9月28日（火） 9：30～10：55 
上尾市役所 
大会議室 6人 

令和3年 10月定例会 令和3年10月21日（木） 9：30～10：51 
上尾市役所 
教育委員室 6人 

令和3年 11月定例会 令和3年11月24日（水） 9：30～10：25 
上尾市役所 

教育委員室 
6人 

令和3年 12月定例会 令和3年12月15日（水） 9：30～10：05 
上尾市役所 
教育委員室 6人 

令和4年 1月定例会 令和4年1月27日（木） 9：30～10：15 
上尾市役所 

教育委員室 
5人 

令和４年 第1回臨時会 令和4年2月8日（火） 9：00～10：05 
上尾市役所 
教育委員室 6人 

令和4年 2月定例会 令和4年2月22日（火） 9：30～11：52 
上尾市役所 
教育委員室 6人 

令和4年 3月定例会 令和4年3月24日（木） 13：30～15：05 
上尾市役所 

教育委員室 
6人 
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(2) 令和3年度 教育委員会議決案件 

議案番号 議 案 名 
採決 
結果 

議決 
番号 

議決 
年月日 

議案第21号 
上尾市教育委員会事務局組織規則の一部を改正
する規則の制定について 

全員一致 
原案可決 

議決第
2 1 号 

令和3年 
4月22日 

議案第22号 

上尾市教育委員会事務局及び市立教育機関の職
員の服務に関する規程及び上尾市教育委員会の
権限に属する事務の決裁に関する規程の一部を改
正する訓令の制定について 

全員一致 
原案可決 

議決第
2 2 号 

議案第23号 上尾市スポーツ推進審議会委員の任命について 
全員一致 
原案可決 

議決第
2 3 号 

議案第24号 
上尾市幼児教育推進協議会委員の委嘱又は任命
について 

全員一致 
原案可決 

議決第
2 4 号 

議案第25号 上尾市学校運営協議会委員の任命について 
全員一致 
原案可決 

議決第
2 5 号 

議案第26号 
令和3年度上尾市一般会計補正予算に係る意見
の申出について 

全員一致 
原案可決 

議決第
2 6 号 

令和3年 
5月27日 

議案第27号 
学校職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改
正する条例の制定に係る意見の申出について 

全員一致 
原案可決 

議決第
2 7 号 

議案第28号 
上尾市立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬
剤師の公務災害補償に関する条例の一部を改正
する条例の制定に係る意見の申出について 

全員一致 
原案可決 

議決第
2 8 号 

議案第29号 
上尾市公民館運営審議会委員の委嘱又は任命に
ついて 

全員一致 
原案可決 

議決第
2 9 号 

議案第30号 
上尾市立中学校給食共同調理場運営委員会委員
の委嘱又は任命について 

全員一致 
原案可決 

議決第
3 0 号 

議案第31号 
上尾市学校施設更新計画基本計画の策定につい
て 

全員一致 
原案可決 

議決第
3 1 号 

議案第32号 上尾市社会教育委員の任命について 
全員一致 
原案可決 

議決第
3 2 号 

令和3年 
6月24日 

議案第33号 
上尾市立人権教育集会所運営委員会委員の委嘱
又は任命について 

全員一致 
原案可決 

議決第
3 3 号 

議案第34号 上尾市人権教育推進協議会委員の委嘱について 
全員一致 
原案可決 

議決第
3 4 号 

議案第35号 
上尾市学校施設更新計画実施計画の策定につい
て 

提案 
取り下げ 

― 

議案第36号 
行政文書非公開決定処分に係る審査請求に対す
る裁決について 

全員一致 
原案可決 

議決第
3 5 号 

議案第37号 
上尾市就学支援委員会委員の委嘱又は任命につ
いて 

全員一致 
原案可決 

議決第
3 6 号 

議案第38号 
押印等を求める行政手続の見直しに伴う関係教育
委員会規則の整備に関する規則の制定について 

全員一致 
原案可決 

議決第
3 7 号 

令和3年 
7月21日 

議案第39号 
上尾の摘田・畑作用具保存活用検討委員会委員
の委嘱について 

全員一致 
原案可決 

議決第
3 8 号 

議案第40号 上尾市図書館協議会委員の任命について 
全員一致 
原案可決 

議決第
3 9 号 

議案第41号 
上尾市立小・中学校通学区域審議会委員の委嘱
について 

全員一致 
原案可決 

議決第
4 0 号 

議案第42号 
上尾市立人権教育集会所運営委員会委員の委嘱
について 

全員一致 
原案可決 

議決第
4 1 号 令和3年 

8月19日 
議案第43号 

令和2年度上尾市一般会計歳入歳出決算の認定
に係る意見の申出について 

全員一致 
原案可決 

議決第
4 2 号 
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議案番号 議 案 名 
採決 
結果 

議決 
番号 

議決 
年月日 

議案第44号 
令和3年度上尾市一般会計補正予算に係る意見
の申出について 

全員一致 
原案可決 

議決第
4 3 号 

議案第45号 財産の取得に係る意見の申出について 
全員一致 
原案可決 

議決第
4 4 号 

議案第46号 裁判上の和解をすることに係る意見の申出について 
全員一致 
原案可決 

議決第
4 5 号 

議案第47号 
上尾市教育委員会教育機関職員の懲戒処分につ
いて 

全員一致 
原案可決 

議決第
4 6 号 

議案第48号 令和4年度当初教職員人事異動方針について 
全員一致 
原案可決 

議決第
4 7 号 

令和3年 
9月28日 

議案第49号 
令和4年度当初給食調理員人事異動方針につい
て 

全員一致 
原案可決 

議決第
4 8 号 令和3年 

11月24日 
議案第50号 

令和3年度教育に関する事務の管理及び執行の状
況について 

全員一致 
原案可決 

議決第
4 9 号 

議案第51号 
令和3年度上尾市一般会計補正予算に係る意見
の申出について  

全員一致 
原案可決 

議決第
5 0 号 

令和3年 
12月15日  

議案第1号 上尾市スポーツ推進審議会委員の委嘱について 
全員一致 
原案可決 

議決第
1 号 令和4年 

1月27日 
議案第2号 

上尾市立小・中学校通学区域審議会委員の委嘱
について  

全員一致 
原案可決 

議決第
2 号 

議案第3号 
令和3年度上尾市一般会計補正予算に係る意見
の申出について 

全員一致 
原案可決 

議決第
3 号 

令和4年 
2月8日 

議案第4号 
令和4年度上尾市一般会計予算に係る意見の申
出について 

全員一致 
原案可決 

議決第
4 号 

議案第5号 
上尾市民体育館条例の一部を改正する条例の制
定に係る意見の申出について 

全員一致 
原案可決 

議決第
5 号 

議案第6号 
上尾市平塚サッカー場条例の一部を改正する条例
の制定に係る意見の申出について 

全員一致 
原案可決 

議決第
6 号 

議案第7号 
上尾市平塚サッカー場条例の一部を改正する条例
の制定に係る意見の申出について 

全員一致 
原案可決 

議決第
7 号 

議案第8号 教育委員会委員の辞職の同意について 
全員一致 
原案可決 

議決第
8 号 

議案第9号 
上尾市立小・中学校職員服務規程の一部を改正
する規則の制定について 

全員一致 
原案可決 

議決第
9 号 

令和4年 
2月22日 議案第10号 

上尾市入学準備金・奨学金貸付条例施行規則の
一部を改正する規則の制定について 

全員一致 
原案可決 

議決第
1 0 号 

議案第11号 
令和4年度当初教職員人事異動に係る内申につい
て 

全員一致 
原案可決 

議決第
1 1 号 

議案第12号 
上尾市立小・中学校管理規則等の一部を改正する
規則の制定について 

全員一致 
原案可決 

議決第
1 2 号 

令和4年 
3月24日 

議案第13号 上尾市文化財保護審議会委員の委嘱について 
全員一致 
原案可決 

議決第
1 3 号 

議案第14号 上尾市学校運営協議会委員の任命について 
全員一致 
原案可決 

議決第
1 4 号 

議案第15号 
令和4年度上尾市教育行政重点施策の策定につ
いて 

全員一致 
原案可決 

議決第
1 5 号 

議案第16号 
上尾市立学校の水泳授業及びプール施設のあり方
基本方針の策定について 

全員一致 
原案可決 

議決第
1 6 号 

議案第17号 
教育委員会事務局及び市立教育機関の職員に係
る令和4年度当初人事異動について 

全員一致 
原案可決 

議決第
1 7 号 
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令和 3年度教育委員会委員の主な活動 

月 日 件 名 場 所 

令和3年4月1日 教育委員会令和3年第3回臨時会 上尾市役所 

4月8日 小・中学校入学式 各小・中学校 

4月22日 教育委員会4月定例会 上尾市役所 

5月27日 教育委員会5月定例会 上尾市役所 

6月24日 教育委員会6月定例会 上尾市役所 

7月21日 教育委員会7月定例会/総合教育会議 上尾市役所 

8月19日 教育委員会8月定例会 上尾市役所 

9月28日 教育委員会9月定例会  上尾市役所 

10月12日 学校施設更新計画基本計画調査特別委員会 上尾市役所 

10月21日 教育委員会10月定例会 上尾市役所 

10月26日 尾山台小学校、大谷中学校委嘱研究発表 オンライン 

11月9日 大石小学校委嘱研究発表 オンライン 

11月9日 東小学校委嘱研究発表 東小学校 

11月10日 大石南中学校委嘱研究発表 大石南中学校 

11月11日 原市南小学校、東中学校委嘱研究発表 オンライン 

11月18日 埼玉県市町村教育委員会教育委員研究協議会 オンライン 

11月24日 教育委員会11月定例会／教育懇談会 上尾市役所 

12月15日 教育委員会12月定例会 上尾市役所 

令和4年1月9日 令和4年上尾市成人式 上尾市文化センター 

1月25日 上平小学校、上平中学校委嘱研究発表 オンライン 

1月27日 教育委員会1月定例会 上尾市役所 

1月28日 芝川小学校、上平北小学校、大石中学校委嘱研究発表 オンライン 

2月8日 教育委員会令和4年第1回臨時会 上尾市役所 

2月10日 市町村教育委員会研究協議会 オンライン 

2月22日 教育委員会2月定例会 上尾市役所 

3月24日 教育委員会3月定例会 上尾市役所 
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第３期上尾市教育振興基本計画 
 

（基本理念、基本方針及び目標） 
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１ 基本理念 

本市では、平成 23(2011)年度から、第 1 期計画で掲げた「夢・感動教育 あげお」を基本理

念として、教育の振興に取り組んできました。 

この基本理念は、第１期計画において、おおむね 10 年先を見通した基本理念としたことから、

令和 3(2021)年に策定した第 3 期計画では、第 1 期、第 2期の理念を継承し新たな「夢を育み 

未来を創る 上尾の教育」を基本理念に掲げ、教育の振興に取り組んでいます。 

 

  夢を育み 
急速に進展する社会において、将来に明るい希望を抱き、しっかりとした志を持って自己

実現を目指すことのできる、知・徳・体の調和のとれた人間を育成する教育を実践します。 

  未来を創る 
一人一人が社会の変化に主体的に向き合い、多種多様なつながりの中で、互いの価値

観を認め、互いを尊重しながら、よりよい社会や豊かな人生を築き上げていくことのできる人

間を育成する教育を実践します。 

２ 基本方針 

基本理念「夢を育み 未来を創る 上尾の教育」の実現のため、本市の教育が目指す基本的

な考え方として、次の 3つの基本方針を定めます。 

 

先の見えない変化の激しい時代を生き抜くため、自分の良さや可能性を認識するとともに、他

者を価値ある存在として尊重し、知・徳・体の調和を図りつつ、公共の精神、感謝する心などを尊

び、社会の一員として柔軟かつ的確に対応できる、自ら学び、考える、生きる力を育むことが重要

です。 

 

人口減少や少子高齢化の進展、国や地域を超えて世界的な結びつきが強くなっていく時代を

生き抜くために、学校や家庭、地域、行政はもとより、企業や大学、関係団体など社会全体が連

携・協働して一体となって取り組むことが必要です。郷土への愛着と誇りを大切にし、より良い社会

をつくっていくためには、一人一人が、教育に対する関心を高め、主体的に教育に参画し、市民の

絆を育むことが重要です。 

 

学ぶことは、人々に楽しさや満足感、達成感などの喜びを与えてくれます。学ぶことによって得

た喜びは、学び続けることへのきっかけとなり、人々の能力を向上させ、人生を豊かにします。また、

一人一人が学んだことを社会に生かすことで、社会全体の発展につながります。全ての市民がい

つでも、どこでも学ぶことができ、笑顔いっぱいの社会の実現を目指し、学ぶ喜びを育むことが重

要です。 

夢を育み 未来を創る 上尾の教育 
 

生きる力を育む 

絆を育む 

喜びを育む 
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３ 目標 

本計画の基本理念および基本方針を踏まえて、今後 5 年間（令和 3(2021)年度～令和

7(2025)年度）をとおして実施する施策の目標や方向性などを示すものとして、１０の目標を定め

ます。 

Ⅰ 確かな学力の育成 

創意工夫を生かして子供たちの確かな学力を育成します。 

Ⅱ 豊かな心の育成 

公共の精神、他者を思いやる気持ちや感謝する心など子供たちの豊かな心を育成します。

いじめや不登校、非行・問題行動の防止などの課題に取り組みます。 

Ⅲ 健やかな体の育成 

健康の保持・増進や体力向上などにより、健やかな体を育成します。 

Ⅳ 自立する力の育成 

社会や環境の変化に主体的に対応できる自立する力を育成します。 

Ⅴ 多様なニーズに対応した教育の推進 

障害のある子供の学習環境の整備を計画的に進めるとともに、「多様な学びの場」の充実

を図るなど、障害のある子供への支援・指導の充実を図ります。 

Ⅵ 質の高い学校教育のための環境の充実 

子供たちの教育環境を整備・充実するとともに、教職員の資質向上を図り、質の高い学校

教育を推進します。 

また、子供たちを災害・犯罪から守るための安全対策を講じます。 

Ⅶ 家庭・地域の教育力の向上 

社会全体で教育に取り組む気運を高め、コミュニティ・スクールや学校応援団など、学校・

家庭・地域が一体となった教育を推進します。 

Ⅷ 生涯にわたる学びの推進 

市民一人一人が自己の人格を磨き、豊かな暮らしを送ることのできる生涯学習社会の実

現のために、すべての市民がどのような状況下でも、個人の望む学びを継続できるよう、市民

の生涯学習活動に対し、様々な角度から支援を行う体制を整備していきます。 

Ⅸ 文化芸術の振興 

多様な文化芸術活動を支援するとともに、貴重な文化財の保存・活用に取り組みます。 

Ⅹ 健康で活力に満ちたスポーツ活動の推進 

生涯にわたり心身ともに健康で活力に満ちた生活を営むため、スポーツ・レクリエーションに

親しむことができる機会と場の提供に取り組みます。 


